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序文

熊本県天草市は、有明海・ 八代海・東シナ海の 3つの海に囲まれて大小 120以上

の島からなる天草諸島の中心に位置しています。天草の島々は、鮮やかな海の青

色と山々の深い緑色に染められ、いにしえより独自の豊かな文化を育んでまいり

ました。

棚底城跡は、そのような文化に培われて形成された本市を代表する遺跡です。

戦国時代の天草諸島は、天草五人衆と呼ばれる領主たちが、島内を分割して治

めていました。棚底城跡は天草五人衆のうち、天草上島に勢力を持っていた上津

浦氏と栖本氏がさかんに取り合った重要拠点として、歴史の一頁に記録を残して

いる城郭です。天文13年 (1544)から永禄8年 (1565)まで繰り返された棚底城をめぐ

る一連の抗争は、天草諸島の中世政治史上において、極めて重要な出来事でした。

天草市教育委員会では、市町合併以前の旧倉岳町の時代から、棚底城跡とその

周辺遺跡の調査研究を進めてまいりました。各種調査の進展によって、天草諸島

最大級の縄張り構造や城内での豊かな暮らしぶりなど新しい事実が徐々に判明し、

特に中世の茶の湯道具や 14世紀後半頃の希少なベトナム産陶磁器の出土は大きく

話題を呼びました。このような成果の積み重ねから、天草諸島を代表する中世の

城郭として認識されることとなり、平成21年7月には天草市初の国史跡として指定

されました。

天草を代表する文化遺産である棚底城跡を、その価値を損なうことなく、後世

へ引き継いでいくことが、管理団体である天草市の大きな責務です。その責務を

果たすために、今後の適切な保存管理の指針として策定したものが本計画書で、

各分野の専門家で構成される棚底城跡保存管理計画策定検討委員会による綿密な

検討を受けて完成したものです。

本書はこれからの史跡棚底城跡における保存管理・整備活用の礎となるもので

すが、同時に地域の文化財に対する理解の一助となることも願っております。

最後になりますが、本計画書の策定にあたって保存管理計画策定検討委員の皆

様をはじめ、文化庁・熊本県教育委員会から一方ならぬご指導・ご尽力を賜りま

した。また、土地所有者の方々ほか関係各位には多大なご理解・ご協力をいただ

きました。 この場を借りて厚く御礼申しあげます。

平成 24年 3月

天草市教育委員会

教育長 岡部紀夫



例 戸

① 本書は、熊本県天草市倉岳町棚底字尾崎に所在する国指定史跡「棚底城跡」

を対象とした保存管理計画書である。

② 棚底城跡保存管理計画策定事業は、天草市教育委員会が平成22年度・ 23年

度の2ヵ年をかけて実施した。事業の推進に当たっては、文化庁の国庫補助

金の交付を受けた。

③ 策定にかかる事務は、史跡棚底城跡保存管理計画策定検討委員会の指導に

基づき、天草市教育委員会教育部文化課が担当した。同委員会の設置及び

事業の実施にあたっては、文化庁文化財部記念物課及び熊本県教育庁文化

課の指導・ 助言を得た。

④ 史跡指定地地形測量、本書の編集• 印刷等の関連業務の一部は（樹九朴I文化

財研究所に委託した。

⑤ 本書の執筆・編集は、同委員会の協議結果を踏まえ、主に中山圭（天草市教

育委員会文化課学芸員）が担当した。ただし、第3章 (5)の「植生」について

は膵孝夫委員に、第3章 (6)の「縄張り図と構造」については鶴嶋俊彦委員

に玉稿を賜った。鶴嶋委員には棚底城跡の縄張り因もご提供いただいた。

第2章 (2)⑤の「史跡周辺の歴史的環境」については山崎純男委員に監修し

ていただいた。第3章 (5)の「地質」については、（掬アバンスに委託して実

施した地質調査業務の成果報告を基に、山尾敏孝委員に監修していただい

た。記して感謝申し上げたい。
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第1章沿革と目的
(1)沿革

たな そ こじょう あと あま くさ しく らたけ ま ち た な そ こ

史跡棚底城跡は熊本県天草市倉岳町棚底に所在する中世城館である。熊本県南
，，ま くさかみしま あまくさししし ま ：：しょ う らじま

西部に位置する天草市は、天草諸島の天草上島・天草下島・御所浦島などの島々

からなり、有明海、八代海、東シナ海の三海に囲まれている。北は長崎県、南は

鹿児島県と海を隔てて接する天草は、薩摩と肥前を繋ぐ九小卜1西岸の海上交通路の

途上にあり、交流の接点として先史時代から海を背景とした歴史を綴ってきた。

棚底城跡は天草上島八代海沿岸部の棚底にあり、天草で最も高い倉岳（標高

682m)から東へ派生する山稜の尾部に築かれた戦国時代の山城である。中世天草

に割拠した哭冦宝仄策のうち、王葎蒲氏と宿羞氏が激しく争奪した城郭として、

天草の中世史を理解する上で重要な位置を占める。

平成 14年から旧倉岳町教育委員会によって行われた調査によって、天草の城

跡としては広く技巧的な縄張りを持ち、出土した貿属陶磁の特徴から城主が城内

で日常的に生活していたことが判明した。このため居館と合戦のための城郭の両

方の機能を備えていることが特徴である。室町時代初期のベ トナム陶磁器なども

出土し、対外交易に関与した領主が在城していた可能性が高いことも明らかにな

っている。

列島縁辺の、また島嶼菰の特色を具体的に伝える城郭として、肥後の中世史上

で重要な存在であることが認められ、平成21年7月23日に「肥後天草地域の政治・

軍事の変遷を知る上で貴重な遺跡」として国史跡に指定された。

(2)計画策定の目的及び位置付け

①計画の目的

棚底城跡は、天草を代表する中世城館として、さほど実態が明確になってい

ない当地の中世史を理解する上で極めて重要な遺跡である。

史跡指定地の大部分は、かつては芋畑などとして利用されていたが、現在は

ほとんど利用されておらず、開発行為による史跡破壊の危険性は低い。しかし、

台風や集中豪雨などの自然災害による破壊の危険性は多分に想定される。特に

岩盤が卓越した尾根線に立地しているため、表土面から 遺構面までがごく浅く、

堆積土が薄いという史跡の地質的特徴から表層の土砂流出が発生しやすい状

況にある。また、城下に広がる集落は昭和47年7月に発生したエ亨笑箪反尿蒼に

より一部が甚大な被害を被っている。

史跡棚底城跡の本質的価値を損なうこと なく、後世に継承していくため、こ

のような史跡を取巻く環境とその価値を的確に把握し、適切な保存管理の方針

を明確化する必要があることから、本保存管理計画を策定するものである。な

お、本計画では根幹となる保存管理の方策に加えて、史跡整備に関するおおま
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かな方向性も提示しており、史跡整備も基本的にはこれに基づき検討を行って

いく。しかし、より具体的な計画は別途専門的な史跡整備検討会議を設け、そ

の検討をまとめた「史跡棚底城跡整備計画書（仮）」によるものとする。

また、棚底城跡は単体の史跡指定で完結するものではなく、将来に向けて、

歴史的に関連する中世城館の調査と保存を進め、史跡構成を拡充していくこと

が望まれる。本計画では今後の行政上の指針としてその調査計画を明示するこ

とも目的とする。

②天草市における本計画の位圏付け

平成18年3月27日に2市8町が合併して誕生した天草市では「第1次天草市総合

計画」を、平成18年から平成26年までの8年間を対象計画期間として定め、ま

ちづくりの理念「日本の宝島“天草”の創造」を中心としてうたっている。そ

の達成に向けて定められた6つの基本方針のうち「快適な生活環境作り」に「郷

土の歴史を物語る文化財を保護し、後世に伝えていく」と明記され、その下に

主要施策として「文化の薫るまちづくり」が打ち出されている。 「文化の薫る

まちづくり」は①文化活動の推進、②文化財等の管理・保存、③アーカイブズ

の充実、④文化施設の整備、によって計画内容が構成され、①に「天草市文化

振興計画の策定」、②に「文化財保存整備事業や教育普及事業の促進」が記さ

れている。

これに対応して天草市教育委員会が策定したものが「天草市文化振興計画」

であり、計画に盛りこまれた「文化財の保存と活用」において、具体的施策と

して「棚底城跡調査整備事業」が位置づけられ、 「国指定史跡となった棚底城

跡を貴重な歴史遺産として後世に残すため、適正な保存・管理・ 整備等を実施

する」と掲げられている。

本計画は、これらの上位計画に基づき、特に「天草市文化振興計画」にうた

われている「史跡棚底城跡の適正な保存管理」を実現するための具体的な計画

として策定したもので、今後、史跡棚底城跡の管理団体である天草市が行なう

保存管理及び各種調査の基本計画となる。
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(3)委員会の設置

史跡棚底城跡の保存管理計画策定にあたっては、学識経験者及び地元の代表

者等で構成される「史跡棚底城跡保存管理計画策定検討委員会」を組織し、綿

密な検討を行った。指導機関・オブザーバーも含め、構成は以下のとおりであ

る。

委員長

甲元 巽之 熊本大学文学部附属永青文庫研究センター長（考古学）

委員

馬田 哲明 棚底地区振興会長（地区代表）

坂井 秀弥 奈良大学文学部教授（中世考古学）

酵 孝夫 九小卜1大学大学院農学研究院准教授（造園学）

鶴嶋 俊彦 南九朴I城郭談話会（中世史・考古学）

山尾 敏孝 熊本大学大学院自然科学研究科教授（土木工学）

山崎 純男 福岡市教育委員会（考古学）

オブザーバー

三宅 克広 文化庁文化財部記念物課史跡部門文化財調査官

西住欣一郎 熊本県教育庁文化課主幹

能登原孝道 熊本県教育庁文化課文化係学芸員 (,,..__,2010年8月）

木庭真由子 熊本県教育庁文化課文化係学芸員 (2010年9月～）

荒平 剛 天草市文化財保護審議会委員

事務局

岡部 紀夫 天草市教育委員会教育長

坂本 安敏 天草市教育委員会教育部長

山越 利幸 天草市教育委員会教育部文化課長 (,,..__,2011年3月）

嶋田千代樹 天草市教育委員会教育部文化課長 (2011年4月～）

福本 英樹 天草市教育委員会教育部文化課主幹兼文化財保護係長

中山 圭 天草市教育委員会教育部文化課文化財保護係学芸員

祓輪 麻由 天草市教育委員会教育部文化課文化財保護係主事

市関係者

天草市倉岳支所
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第2章天草諸島の概況と
史跡棚底城跡の位置・周辺環境

(1) 天草諸島の概況

①天草諸島の位置と地形

②天草諸島の気候

③天草諸島の産業

④平成の自治体再編

(2) 倉岳町棚底の位置と環境

①史跡の所在地

②史跡周辺の地理的環境

③史跡周辺の自然的環境

④史跡周辺の社会的環境

⑤史跡周辺の歴史的環境

(3)天草における中世城館、中世石塔の分布

①中世城館の分布

②中世石塔群の分布

(4) 天草諸島の文化財

①上津浦の指定文化財

②栖本の指定文化財

③史跡指定がなされている城郭



/ 
.•· 

, .. ・・ 

(4)委員会の経過

保存管理計画策定に至るまでの委員会の開催履歴と主な検討内容は以下の

とおりである。

0平成22年度

第1回委員会

平成22年 8月 4・5日

第2回委員会

平成22年 11月 4・5日

0平成23年度

第3回委員会

平成23年 5月20・21日

第4回委員会

平成23年 8月30・31日

第5回委員会

平成24年 1月20・21日

(5)事業に係るその他の報告

■委員会の趣旨説明、史跡棚底城跡の概要説明、
保存管理にかかる課題の抽出

現地視察：棚底城跡

■保存管理計画書素案（地形測量図の表現、 ギ_,__

早.:if_ 

て、沿革と目的、史跡の概要等）に関する検討

現地視察：河内浦城跡・久玉城跡

■保存管理計画書第1案（章立て、史跡の概要、
地質・植生からの保存法、ゾーニング等）に

関する検討

現地視察：栖本城跡

■保存管理計画書第2案（遺構表現、保存管理の
方法、現状変更取り扱い表、関連遺跡調査計

画等）に関する検討

現地視察：上津浦城跡

■保存管理計画書第3案（遺構表現、保存管理の
方法、現状変更取り扱い表、関連遺跡調査計

画等）に関する検討

現地視察：上津浦城跡

平成22年度は、委員会の開催と並行して、史跡周辺の地形図 (1/500スケール）

作成を委託業務として実施した。平成23年度は、委員による指導の下、史跡周

辺の地質及び植生に関する自然環境調査を実施し、特に地質については史跡内

の詳細な地質分布状況図の作成を委託業務として実施した。

-4 -



第 2章 天草諸島の概況と史跡棚底城跡の位置・周辺環境

(1)天草諸島の概況

①天草諸島の1立置と地形

天草諸島は、東シナ海・有明海・ 八代海の 3つの海に囲まれ、熊本県の南西

部にあたる天草上島、天草下島、大矢野島、御所浦島など大小 120の島からな

る諸島である。諸島全域の面積は約 877km'に及び、約 13万人が居住している。

海に囲まれ風光明媚な環境であるが、平地面積は狭く、丘陵部が諸島面積のほ

とんどを占めている。丘陵部は海岸近辺まで迫り、入り組んだ海岸線が続いて

いる。接する海洋によって海岸線の姿は大きく異なり、外洋である東シナ海に

面した天草下島の西岸部は、荒い波濤により岩盤が侵食され、断崖絶壁が続く

場所が多い。一方で穏やかな内海である有明海に面する天草上島北海痒ゃ八代

海に面する天草上島南海岸などでは比較的緩やかなカーブで遠浅の海岸線が続

いている。

河川沿いの平地部や海岸線の河口部に主な集落や農地が展開し、市街地同士

を結ぶように海岸線沿いに国道など主要幹線が整備されている。昭和 41年
あ £ くさご さこう

(1966)に開通した天草五橋によって、九外I本土と陸続きとなって以後、道路の

整備が進んだ。開通以前は、物資輸送は海運が主流であった。

ふ .. 
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., . ¥ 
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JvJllrl~ 位ii'I.

図 1 天草諸島位置図

②天草諸島の気候

天草諸島の気候は天草灘・八代悔に面した海洋性気候で、温暖である。平均

気温は、平成 21年で 16.7℃ と例年 17℃前後であり、冬場の最低気温は平成 21

年で一 1.4℃、冬場の平均気温は例年 10℃前後にとどまっている。降雨は概し

て少なく、県内で降水量の多い阿蘇や人吉地方と対照的である。特に夏場の降

水鈷が極端に少なく、天草下島ではしばしば水不足に陥ることがある。

③天草諸島の産業

産業については、このような猿境と温暖な気候を活かし、クルマエビ・タイ
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などの魚介預の投殖を中心とした水産業及びデコポン等の柑橘系果樹を中心と
.• ,,'"さ

して農業が盛んである。また、非常に優れた品位の陶石（天草陶石）を産するこ

とでも知られており、生産呈は全国の 7割を占める。佐賀県の有田焼を始め、

Iこ1本各地の磁器生産原料として多く用いられている。 また、観光も主要な産業

で、 長崎県の島原半島とともに雲仙天草国立公園に指定されている。海水浴、

イルカウォッチング、船旅、

れる。

温泉などを楽しめ、年間約 480万人の観光客が訪

デコポン

④平成の自治体再編

イルカウォッチング

,l ん どし ・, L ぶ/, • L む 1; や" l t, S'> L l lら "'』.'も
かつて、天草郡市は本渡市・牛深市を中心に、大矢野町・松島町・姫戸町・

I,>うがた： IC '• ふ＇’ン，" .ら くらた ：I t ,, , t. • ,; .-, t <、 ., ,. と',, ,, グ9』,',, ;, :、 ：'<''、 L /. I• l ,, ぁ とくさ',,

龍ヶ岳町・有明町 ・倉岳町・御所浦町・栖本町・五和町・苓北町 ・新和町 ・天草町 ・
, .. ,,'.-,',, 
河浦町の 2市 13町の自治体から成り立っていたが、平成 16年から 18年にかけ

ての市町合併によって、本渡市・牛深市・有明町・倉岳町・御所浦町・栖本町・

五和町・新和町・天草町・河浦町が天草市に、 大矢野町・松島町・姫戸町・龍

ヶ岳町が上天草市になり、

された。

単独町制を選択した苓北町を含めて 2市 l町に再編

(2)倉岳町棚底の位置と環境

棚底城跡が所在する天草市は天草諸島の中心部に位置し、東は上天草市、 西は

天草郡苓北町に接し、海を隔てて長崎県や鹿児島県とも隣接している。天草市は

束西 43km、南北 46kmに広がる広域自治体で、市の総面稜は 68,324km'である。

県土面積の約 9%にも及ぶ広大な市域を誇る。また人口は 89,065人 (H22国勢調査）

であり、 県で 3番目の人口を誇るが、 近年、減少が著しい。

①史跡の所在地

国指定史跡 「棚底城跡」は、 天草上島の八代海沿岸、天単市倉岳町棚底学尾滅碕

に所在し、中心市街地の本渡地区から直線距離で東へ 15kmの地点に位置する。

市域の中では、

町に屈した。

天草市の東南部にあり、 平成 18年の天草市合併以前は旧倉岳

旧町名の由来となった倉岳は、標高 682m を誇る天草で最も高い山であり、
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八代海上から望む姿は雄大で美しく、地域のシンボル的存在である。その倉岳

の麓に形成された二等辺三角形状を呈する棚底扇状地に集落が形成され、その

北側低丘陵に棚底城跡が築かれている。城跡の緯度経度は、北緯 32度 41分 50

秒、東経 130度 33分 37秒である。

R
 

近ヽ I島

I i天草市
芦北町 1
ー 旧倉岳町

〇棚底城跡

図 2 棚底城跡位置図

②史跡周辺の地理的環境
,. ".,, ,. ・t 

天草諸島 1、2の高山である標高 682mの倉岳と標高 626mの矢筈岳が連なる

山系の東南麓に棚底扇状地が展開し、史跡棚底城跡は扇状地北端を区画する形

で、倉岳から派生する尾根線端部に位置している。棚底扇状地の東端は、八代

海の一部として、南西から北東へ向かって深く湾入する棚底湾に面する。棚底

湾を挟み対岸部の 一帯までが棚底

地区の範囲であり、その東には上天

草市との境界として標高 502mの

釜殊悟がそびえている。三方を山稜

に囲まれた地理的環境から、あたか

も南が開口する盆地状地形となる。

扇状地端部の海岸線から、倉岳山頂

までの平而距離は約 2.8kmしかなく、 し ‘ 
ヽ C.

傾斜が相当に著しい。この急斜面か
1 昭和 22年の棚底城跡周辺地形（米軍撮影）

ら迫伝いに流下した土砂が幾度も

麓を洗い、扇状地を形成していった
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と考えられ、近年では昭和 47 年

(1972)に上天草大水害が発生して

いる。水害発生時、棚底地区では城
たな そ こ が わ

跡南麓の棚底川で土石流が発生し

たが、流下物が河川に集中したため、

人的被害は少なかった。細かく屈曲

していた棚底川は、水害後の復旧で

直線的に流路が変更されている。

東から南にかけて広がる八代海

は、国内を代表する内海で穏やかな

姿を見せる。棚底の南 8kmの沖合いには御所浦諸島が浮かんでおり、さらにそ

の東には九州本土の鉗紐針がある。倉岳山頂からは、八代海と島々が一望でき、
さしきこう

芦北町の佐敷港もよく見える。棚底城跡が海上交通の要衝であったことが実感

できる。天草を代表する山地と海によって狭められ、陸路が制限される地形で

ある一方、眼前に広がる海と船舶を隠すことに適した諸島により、九少卜1本土の

多方面との活発な往来が可能な地理的環境が史跡棚底城跡とその歴史を特徴付

けるものである。

③史跡周辺の自然的環境

気 象 棚底地区あるいは倉岳町に限定した気象観測データを入手できなか

ったため、本渡・牛深地域の状況を示す（図 4~7) 。

天草地方の気候は天草灘・ 八代海に面した海洋性気候である。気温は、平成

21年の年平均気温で 16.7℃、例年 17℃前後でぁり、冬場の最低気温は平成 21

年で一 1.4℃、平均では例年 10℃前後にとどまっており、県内でも温暖な地方

である。

降水量については、天草地方は降雨が少なく、県内で降水量の多い阿蘇や人

吉地方と対照的である。特に夏場の降水量が極端に少なく、天草下島ではしば

しば水不足に陥っている状況である。

しかし、同じ天草諸島内でも気温や降水量などに若干の差異がみられ、例え

ば牛深の気温は本渡や松島と比較して、常に 1.5℃前後高い。降水量は本渡の

ほうが牛深より多く、日照時間は本渡に比べて牛深が年 100から 200時間多い。

棚底地区の状況は、緯度から本渡地域のデータに近似するものと考えられるが、

倉岳から吹き下ろす寒風の影態で、冬場の気温は倉岳地域のほうが低いことが

推測される。
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地形地質 倉岳町域は、その大部分が古第竺簗霰貞朱濾と呼ばれる頁岩（泥

岩）と砂岩の互層地盤により成り立ち、特に頁岩が卓越する地域である。この教

良木層は頁岩層が浸食に対し脆弱であるため、長年の浸食によって低地が形成

される。棚底地区の中心市街地を成す扇状地も、

れた低地である。

この頁岩浸食によって形成さ

一方、部分的に残る砂岩層は浸食に強いため、 山稜末端の尾根線や独立丘陵

として高まりをつくつている。棚底扇状地の北端部にも、浸食に耐えて残った

砂岩地盤が高まりとして東へ突出しており、棚底城跡は麓との

差があるこの丘陵部を利用して築城されている。

z,..___,30mの比高

棚底扇状地は、 天草諸島の中でも比較的大きな面積を誇る扇状地であり、北

西部の倉岳や矢筈岳などの山地で発生した崩落や土石流による土砂・岩石が堆

積して形成された。 このため、 扇状地の地下は地表面より数mにわたり、礫層

が確認され、 大量の安山岩質貫入岩が堆積している。 この安山岩質貫入岩は、

倉岳中腹斜面あたりで、山体主体の教良木層中に貫入した火成岩が崖面に露頭、

崩落し、 土石流などとして運ばれてきたものである。 流下の過程で角が削り取

られるため、

れてきた。

扁平形状となり、 後述する防風石垣やこぐりの石材として利用さ

植 生 倉岳町域は、 気温と降水量に規定される植生帯区分では暖温帯性常

緑広葉樹林帯に属する。潜在自然植生は、 巨視的に、 湿潤な低地ではムサシア

ブミータブノキ群集、 沿海低山地ではミミズバイースダジイ群集、倉岳山塊の

上部ではイスノキーウラジロガシ群集と想定されるが、 自然植生といえる樹林

はなく、ほぼ全域が、農耕地、

になっている。

シイ・カシ萌芽林、針葉樹人工林などの代償植生

棚底扇状地に水と土砂を供給する倉岳一矢筈獄山塊の南東山腹斜面には、 シ

イ類、 カシ類、 タブノキなどの常緑広葉樹を主とし、部分的にエノキ、 ムクノ

キ、 ハゼノキなどの落葉広葉樹を交える広葉樹二次林、 ヒノキとスギの針葉樹

人工林、 および、 マダケを主とする竹林がモザイク状に分布している。常緑広

葉樹林では、低標高の丘陵部にアラカシ、 タブノキ、 クスノキ、 ヤマモモ等が

比較的多く、標高が高くなるとツブラジイ、

してくる。

ウラジロガシ、 アカガシ等が出現

山体の下部が大規模な針葉樹人工林となっていないのもこの一帯の特徴で、

山腹斜面下部や支尾根の先端部には、 シイ・カシ萌芽林、針葉樹人工林、竹林等

が微地形に応じた適宜な規模で分布している。

扇状地部は、そのおよそ 6割が農耕地となっており、他は集落・市街地となっ

ている。
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④史跡周辺の社会的環境

人 口 棚底地区を含む旧倉岳町の人口推移は、昭和 25年の 8,050人が平

成 17年には 3,493人、天草市合併後の平成 22年には 3,085人と急激な減少傾

向にある。平成 17年、棚底地区に在住していた人は 1,317人で町人口の 37.8% 

である。

倉岳町における高齢化率は平成 22年で 39.1 %と全国平均を大幅に上回って

いる。倉岳町における少子高齢化問題は深刻で、地域の担い手が不足している

のが現状である。

交 通 倉岳町棚底へは、天草市中心市街地の本渡方面からは幹線道路の国
くらえがわ

道 266号が通っており、熊本方面からは上天草市松島町から倉江川沿いに県道

290号が南下し、山あいの教良木地区を経由し県道 59号によって棚底の東隣の
ち じ心う

浦地区へ通じている。熊本方面からは、松島有料道路の知十インターで下車し、

県道 290号）レートで天草上島を縦断して倉岳町に入る）レートが便利である。

史跡の位置は、国道 266号の棚底地区中心部の四叉路交差点（倉岳小学校西）

からほど近い。また、国道 266号と小河川棚底川が交差する位置からは、史跡

の登り口を見ることができる。

公共の交通機関での来訪は、さほど便利とはいえない状況である。主な交通

機関としては（掬九州産交による路線バスがある。本渡バスセンターからは「松

島行き」「教良木行き」、松島バス停からは「本渡バスセンター行き」「倉岳校

前行き」が出ており、最寄りの「棚底」バス停で下車すれば、史跡まで徒歩約

10分で至る。船便は、史跡から徒歩で約 20分離れた棚底港に、本渡港及び御
みすみ

所浦港からの定期船がアクセスしている。 JR三角駅近くの三角港からも定期船

で棚底港へ来ることができるが、御所浦諸島を経由するため、やや時間を要す

ることになる。

産 業 棚底地区では農業・ 水産業が主要な産業となっている。農業は稲作

を始め、オクラ・レタス、インゲンなどの野菜類が主に栽培され、また倉岳町

の特産品として栽培を奨励してきたシモン芋も作られている。⑤で詳しくふれ
ぼうふういしがき

る防風石垣と関連するが、かつては冬場の北風が強烈であったため、冬の野菜

はあまり栽培できなかった。現在はビニールハウスや防風ネットなどの農業用

品の進化によって対応ができるようになってきた。しかし、農業従事者の高齢

化、後継者の不足が大きな問題となっている。

漁業・水産業は、かつて一本釣りと延縄漁が盛んであったが、現在は衰退が

著しく、鯛などの養殖業が主流となっている。しかし、養殖業も農業同様の後

継者不足に悩まされ、養殖用の生賓の数も減少しつつある。

-13 -



9,000 

8,000 

7,000 

6,000 

5,000 

4,000 

3,000 

2,000 

1,000 

゜

表1 倉岳町の人口増減表

年代 総数（人） 男（人） 女（人） 世帯数（戸）

S25 8,050 3,898 4,152 1,470 

S30 7,888 3,838 4,050 1,422 

S35 7,191 3,479 3,712 1,434 

S40 6,219 2,981 3,238 1,408 

.S45 5,524 2,610 2,914 1,371 

S50 5,102 2,458 2,644 1,351 

S55 4,807 2,275 2,532 1,360 

S60 4,694 2,223 2,471 1,376 

H2 4,450 2,104 2,346 1,356 

H7 4,172 1,976 2,196 1,340 

H12 3,861 1,822 2,039 1,320 

H17 3,493 1,637 1,856 1,240 

H22 3,850 1,413 1,672 1,162 

S25 S30 S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 

図10 倉岳町の人口推移グラフ
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観光業は、棚底湾が良好な漁場であることから、観光客を漁船に乗せて船か

らの鯛釣りを体験させる「観光鯛釣り」が主要な観光資源であったが、最盛期

30隻以上を誇った観光釣り船も現在では約半数に減少している。

このように各種産業が不況、過疎化等の原因により衰退しつつある状況の中、

棚底城跡の国史跡指定と御所浦島の日本ジオパーク認定がなされた。防風石垣

景観の知名度向上と併せて、これらを有効に活用したまちづくりの活性化が期

待される。

史跡及び周辺にかかる関係法令 史跡及びその周辺にかかる関係法令に関

しては以下のようなものがある。それぞれの範囲については、固 11~13に図

示した。

■文化財保護法に基づく史跡指定地（図 11,..,_,13) 

棚底城跡は約42,000面が文化財保護法に基づく史跡（国指定史跡）として指定

されている。文化財保護法第 125条により、史跡範囲内でその現状を変更する

行為あるいは保存に影響を及ぼす行為は文化庁長官の許可を得る必要がある。
まいシぅぷんかざ し、 ほうぞうち

■文化財保護法に基づく埋蔵文化財包蔵地（図 12)
周知の埋蔵文化財包蔵地は文化財保護法第 93条に規定されており、この範

囲内で土木工事等の開発行為や調査を目的として発掘する場合には、文化庁長

官に届出もしくは通知を行い、その指示に従う必要がある。棚底地区各地が埋

蔵文化財包蔵地の範囲として登録されている。

■天草市景観条例に基づく規制（固 12)
天草市は景観行政団体であり、天草市景観条例を定めて市内における景観の

保全を図っている。この天草市景観条例に基づく景観計画区域では、景観の保

全及び形成に大きな影響を及ぼす可能性のある行為（大規模行為）を行う場合に

届出が必要となる。棚底地区全域が景観計画区域に含まれる。

■自然公園法に基づく国立公園地域にかかる規制（図 12)
棚底地区の海岸から海上にかけては、自然公園法に基づく雲仙天草国立公園

の普通地域に指定されている。風景の保護を図る上で必要な場合には、行為の

規制や制限が加えられることがある。

■港湾法に基づく規制（医 12)

棚底港周辺の港湾区域内又は港湾隣接地域内は、港湾の開発、利用又は保全

に著しく影饗を与える恐れのある一定の行為をしようとする場合に、港湾管理

者の許可を受ける必要がある。

■農地法・震業振興地域の整備に関する法律に基づく規制（函 13)
農地法に基づく農地は転用を行う場合に、市農業委員会の許可を受ける必要

がある。棚底地区では集落内や山林斜面に多く分布し、史跡範囲内では I郭周
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辺および城跡西部の平坦地などが範囲に含まれる。

農業振興地域の整備に関する法律に基づく農振農用地は、原則として住宅や

工業地など農業以外の用途に利用することができない。 特別な事情があり農用

地の転用を図る場合は、農用地区域からの除外を申請する必要がある。棚底集

落の営農地はほとんどが範囲に含まれており、

該当している。

史跡内はW郭南斜面の一筆のみ

防災上の参考範囲 関係法令による規制ではないが、 防災上の注意喚起区域

として、以下の 2つが天草市防災マップで範囲設定され、 地域住民に周知され

ている。
さゥうけいしゃほうかいさけんかしょ

■急傾斜崩壊危険箇所（図 14)
地域住民への急傾斜地に対する防災意識の高揚のために設定されている箇

所。 棚底城跡南側斜面の一定部分が設定されており、特段の法規制はないもの

の、警戒を要する。
どせさりゥうさけんけい'.ぅ

■土石流危険渓流（圏 14)
県が行う土砂災害危険箇所基礎調査によって 土石流が発生する恐れがある

と認められた河川である。昭和 47年に発生した水害で、棚底城跡麓を流れる棚

底川が氾濫したため、

のの、警戒を要する。

現在当該区域に指定されている。

-16 -

特段の法規制はないも



'← 1 

soo. 

図11 棚底地区法規制区分図（全体）
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図12 棚底地区法規制区分図①
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⑤史跡周辺の歴史的環境

1)原始～古代

旧石器時代 天草諸島には旧石器時代の遣跡は希薄である。久玉町内の原遺

跡で発掘調査が行われ、ナイフ形石器を主体とする石器が出土している。棚底
し｛，と" " 'し 、せっかく

地区では下塔尾遺跡で旧石器時代終り頃の細石核が採集されている。

ー

,、

八代海

々

凡例

、" 18石器時代迅節

臼
''II I中世辺節・伝承地
＠ 近世迅忠

151,n 

縄文時代

図 15 天草諸島遺跡地図

むさ !l•·,1, ヽし,.,..,. ふとむ ぉ J; ゃ L'、 ．ヽ ざ.,

沖の原貝塚、一尾貝塚、大矢遣跡、椎の木崎速跡など九，州でも注

目される遺跡が分布している。これらの遺跡からは埋葬遺構やドングリ・ピッ

トと呼ばれる貯蔵穴が確認され、土器、石器をはじめ骨角器等の道具類、食糧

残藉として魚骨、獣骨、貝類、 ドングリ類等の多量の自然逍物が出土し、特に
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bり ぎょろうぐ

鋸、釣針、籐器などの漁揆具は多量の魚介類とともに天草の島としての特徴を

よく示している。また、山野では活発に狩猟や植物採集が行われていたことが
すしとまちふるぇ はまのす

わかる。棚底地区に近い栖本町古江では圃場整備に伴い浜ノ洲遺跡が発掘調査

され、貝塚こそ発見されていないが、石鋸、石錘、尖頭状礫石器等の漁搭具が

多量に出土し、他の遺跡同様に漁搭活動が活発であったことを示している。
あItぼの

棚底地区では港に近い沿岸の曙遺跡で磨製石斧や縄文土器、その背後の塔尾

台地の各遺跡から石鏃、黒曜石の石屑等が採集されている。発掘調査が実施さ

れていないので遺跡の内容は明らかでないが、かなりの密度で縄文時代の遺跡

が分布している。

し さばる

弥生時代 遺跡として五和町沖の原遺跡、中尾遺跡、苓北町志岐原遺跡、天
かみさばら

草町上木原遺跡等があるがその数は少ない。沖の原遺跡では前期の埋葬遺構が

調査され、埋葬人骨の形質が縄文時代の西北九小卜1人に近いことが指摘されてい

る。また、一体の人骨の脊椎骨に石鏃が射込まれているのが確認され、争いが

あったことを知ることができる。数体の人骨には小型壺が副葬されているが、

いずれも北部九外1からもたらされたものである。志岐原遺跡からも小型壺が出

土、沖の原例よりやや先行する時期のもので、やはり北部九外I産と考えられる。
ふと が た ばま ぐり"せ き ふ

志岐原からはこの外、福岡の今山で作られた太形蛤刃石斧が出土していて、前

期は北部九，州との関係が深いことがわかる。中尾遺跡からは石包丁が出土、上

木原遺跡では竪穴住居址が調査されている。

棚底地区では弥生土器の採集はあるものの遺跡としては明確でない。この中

にあって棚底城の東南東約 500mにある独立丘陵上の宮崎石棺群は注目される。

調査により免田式土器、土師器、鉄鏃、鉄製釣針等が出土している。弥生時代

終末期から古墳時代前期にかけて造営された墳墓群である。

己墳時代 古墳時代になると天草には多数の古墳が築造される。大部分は小

円墳、箱式石棺群で、首長墓と目される前方後円墳は確認されていない。後期

後半には凝灰岩に直接横穴を掘り込んだ横穴墓も構築されている。内部主体は

竪穴石室・箱式石棺→横穴石室→横穴に変化する。その流れは他の地域と同様
つまの は な ら かしさ い た

であるが、亀川妻ノ鼻墳墓群のような南九州,1西半部に集中分布する地下式板
いしづみせさしつ l工

石積石室墓が存在することは、古墳時代における天草の置かれた政治的環境を

考察する上で注目される。古い時期の古墳は宇土半島に近い上天草市の維和島

や大矢野島に存在し、順次、天草上島、天草下島に拡大する。長切汎［古墳、広
おおと ば な

浦古墳群、大戸鼻古墳群は装飾古墳として知られている。集落遺跡については

明らかでないが、遺物は天草各地で出土しているので、今後明らかになろう。

生産遣跡として注目されるのが製塩遺跡である。五和町沖の原遺跡、苓北町
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できまら

出来町遺跡等では高い脚台に椀を乗せた形状をした天草式製塩土器を用いた

土器製塩が行われている。

棚底周辺では西側の宮田に境目古墳、栖本町古江に古江古墳群、沖の瀬古墳

群、早箪古墳、東の上天草市龍ヶ岳町高戸には笑這蒐） 釜古墳、葛『髯古墳等が

築造されている。いずれも後期の小円墳で内部主体は横穴石室である。大道鬼

ノ釜古墳は天草では最大規模の石室を有している。これらの古墳に先行する墳

墓として前述した宮崎石棺群や名桐石棺群が存在する。

古代 古代の遺跡も少なく、その実態は明らかでない。 10 世紀の
わみょうるいじ，レしょう J 

『和名類奈抄』では天草郡には波太、天草、志記、恵家、高屋の五郷が記され
こうろかん あと

ている。福岡市に所在する鴻腿館跡から出土した木簡に「肥後国天草郡志記里
こくが

口」とあり、 8世紀前半に志記里から肥後国街を通じて鴻腿館に物資が運ばれ

たことがわかる。志記郷は苓北町志岐に地名が残り、天草下島北部一帯であっ

たと考えられる。天草郷は本渡から河浦町にかけての天草下島中部域が考えら

れる。波太郷については宇土半島西端の三角に波多の地名が残っている。三角

も含めた上天草市大矢野島一帯が考えられる。恵家、高屋については諸説あり

不明。いずれにしても古代の 5郷は中世の五人衆の知行地の基礎をなしたと考

えられる。郡街や郡寺についても明らかでないが、上天草市の大矢野島と維和
はげしま

島の間に位置する禿島の海底から奈良時代末の軒平瓦や布目瓦が多量に採集

されている。沈船の積み荷であったのか、もともとこの地で使用されたのかで
しよくに"んざ

解釈は異なるが、この地で使用されたものとすれば『続日本紀』の「天平一六

年五月記」の災害記事との関連が考えられ、郡寺あるいは郡街がこの地にあっ

た可能性もある。

棚底城跡周辺は恵家郷、高屋郷のいずれかに属した可能性が高い。しかし、

現時点では古代の遺跡も不明であり、今後の解明に待っところが大きい。

2)中世
はらだ ふーくち

鎌倉時代 中世における天草武士団の発祥は、筑前国原田氏や肥後国知池氏
じとう

等の一族が各地の地頭として天草へ移入したことに端を発し、徐々に在地領主

となり、地域支配の基礎を築いていく。中世前期の地頭支配と関係深い遺跡は、
はまささ

天草氏と関連する本渡地域の浜崎遺跡程度であり、棚底地区周辺に積極的な痕
きり

跡は見られない。ただし、これに先立つ源平関係の地名と伝承は、倉岳町に「切

蘊ぎの嶺声」「総欠翼」として残り、周辺地域においても御所浦町の「多自召繭

の墓」、呈蒲町の「単蒙滅う」をはじめ、八代海沿岸に全域に残り、劇的な歴史

が繰り広げられた可能性を示している。
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室町時代 中世後期には在地領主がそれぞれ地域支配を確立し、「天草五人

衆」と呼ばれるまでの勢力となった。五人衆は覇権をかけて島内での抗争を繰

り返すが、特に天草上島は五人衆の栖本氏と上津浦氏との激しい争いが続いた。

栖本・上津浦の一連の合戦は、他の天草衆に加えて相良氏や有馬氏ら周辺の勢

力をも巻き込んだ、広域に影響を与えた争いともなった。

この地域史を物語る中心的な存在はもちろん棚底城跡であるが、地域史形成

における重要な遺跡として、棚底扇状地の最奥部に位置する芙権等遺せ紘がある。

大権寺遺跡では従来から、天草の石塔紀年銘として最古の延文 3年 (1358)銘を

持つ石塔部材を筆頭に、屈指の数量を誇る石塔残欠群が知られていたが、発掘

調査により中世にさかのぼる石塁遺構や石段遺構、道路状遺構等が確認された。

石塔紀年銘から棚底城に先行する有力層の存在を示し、出土遺物からは棚底城

と並行する時期の利用が裏付けられた。棚底城の築城主体とも係わる可能性を

持つ重要な遺跡である。

棚底城跡と扇状地を挟んで相対する西側丘陵部は通称「城＇国」と呼ばれ、城

郭の存在が想定される。棚底城跡と異なり明確な城郭遺構は見られないが、頂

上部の削平は確認される。民衆避難用の逃げ城や棚底城を攻めるための臨時の

陣であった可能性が想定され、棚底城・大権寺遺跡とともに中世棚底の歴史上、

欠くことのできない遺跡と言える。
，，やだじょうあと

棚底城跡と異なり記録にはないが、倉岳町域では宮田地区に宮田城跡、浦地

区にはぷ桐城赫が知られている。宮田城跡では屋麗・±憾などの遺構が良好に

残る。主郭の部分的発掘調査で 15世紀......,16世紀後半に及ぶ輸入陶磁器類と柱

穴を検出した。主郭部の遺構は、柱穴は認められるものの、整地がされていな

いことから、物頁麗のような臨時的性格の建物であったことが考えられる。

名桐城跡は、東西に走る尾根上に連続する三つの丘を主要曲輪として削り出

し、周囲に竪堀を効果的に施している。全長が 350mに及ぶ細長の縄張りを持

つ。浦には他に、棚底城抗争の中の記録に現れ、砦のような施設であったと推

測される「藤宵藉」と関係すると思われる「象久染」の地名があり、今後の位

置特定が重要である。

これらの城郭・砦は棚底城に隣り合う城郭として、上津浦氏、栖本氏による

棚底抗争の中で機能したものと考えられる。

3)近世

安土桃山時代 豊臣秀吉の九、州征伐後、肥後南部は小西行長に与えられ、天

草五人衆もその下に置かれた。五人衆と行長の間に勃発した笑足戻ま虻谷蔽（天 '

正 17年 (1589))を経て、改めて行長の統治下に五人衆の多くが在地領主として
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残る地域支配が進められた。五人衆の主だった者は行長直属の配下として文禄

慶長の役にも参戦している。一方、秀吉の眼が朝鮮半島へ向いている間に、五

人衆時代に導入されたキリスト教が諸島全域に拡大浸透し、コレジョ（神学校）

の誘致等も行われている。栖本氏がキリシタンになった影響で隣接する宮田村

までは宣教が行われた記録があるが、棚底周辺の歴史は明らかではない。

江戸時代 江戸時代になると天草は唐津藩寺澤氏の飛び地領となり、下島西

北端の篇伺に城が築かれ天草統治の中心とされた。上島では、栖本城に城代が

置かれ地域支配の拠点となり、元和の一国一城令後はさらに城から郡代所とな
さ い つ

った。寺澤時代は久玉城、佐伊津城等に見られるように、従前の中世城の一部

に石垣等の技術を投入することで近世化を因る改修が行われており、上島では

うち の か わ ら

上天草市内野河内城跡に寺澤期と思われる高石垣が残る。栖本城については記

録から寺澤期の城郭→郡代所への変遷が明らかながら、現存見られる縄張りに

は石垣等は見られず、中世的な要素が強い。

寛永 14年 (1637)、天草島原の乱が発生した。天草では大矢野地域で最初に

暴動が始まったが、当時、天草上島は栖本郡代の管轄下にあり、大矢野村笑匡屋

籐詞ふ左衝乍りは行動開始後に栖本郡代である岩肌天面左雀f門を訪ね、キリシタ
ンヘの立ち返りの宣言と転び証文返還を申し入れている。栖本城は中世の五人

衆居城から引き続き利用され、天草島原の乱の一端にも登場することとなり、

天草の特徴的な歴史を物語っている。
やまさ き い えは る

乱終結後、山崎家治等の治世を経て、天草は天領となった。代官として派遣

された鈴沃董晟は荒廃した天草を復興するために、移民奨励等様々な施策を推

進した。寺社再建もその一つで、各地に寺院を建立し民心の拠り所としたが、

栖本郡代所の跡地に肯性峠が建立され、棚底地区にはその末寺として圧岸等が

建立されている。また、寺澤期の郡代制に替わり組制度を導入し、寛永 18年

(1641)には村々を再編し、さらに複数の村を一つの「組」として組毎に大庄屋

を設置した。これにより天草は 1町 1?組 87村という行政区画が決められた。

倉岳町域は、東から浦村、棚底村、宮田村となり、これらを含む上島東南部の

村々 9 ヶ村は砥岐組として編成された。砥岐組を束ねる大庄屋は、当初、棚底

村庄屋七右衛門が任命され、 9 ヶ村の中心的地域であったことがわかるが、寛

文元年 (1661)二代目八郎右衛門の時に大庄屋職を更迭され、蒻届村藤田善右衛

門に変更させられている。棚底村の庄屋職は新たに鬼塚家が任ぜられ、幕末ま

で村政を司った。
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4)近現代

昭和の 3村合併 江戸時代以来の浦・棚底• 宮田の 3村は明治・大正期と大

きな変更無 く存続したが、第二次大戦後の町村合併促進により昭和 30年

(1955)7月 1日、 3村が合併し倉岳村となり、続き昭和 35年には町制施行によ

り倉岳町となった。倉岳町は、平成 18年に天草市として広域合併するまで約

50年間継続している。

防風石垣 現在、棚底地区の集落には特徴的に家屋の周囲を囲う石垣が見ら

れる。通称「防風石垣」で、冬場の「倉岳おろし」と呼ばれる強風対策のため

に築かれたと言われ、家屋の北東部に鉤状に築かれているものが多い。石垣の

高さは低いものでも高さ 1.Sm、高いものでは Smに近い高さとなるものもあ

る。築石は加工の必要がなく、扇状地に大量に埋蔵されている地元の石を用い

ている。石垣の築造がいつ頃から始まったかは明確ではないが、石垣の械仇菰
さんざ づ

には概ね、強度を増すために石材を互い違いに配置する技術「算木積み」の意

識があるため、少なくとも城郭石垣の技術が進展した近世以降に始まったもの

と考えられる。近年は石垣の築き手がいなくなってしまったが、数十年前まで

は数人の職人がおり、石垣の修繕と構築に当たっていたといわれている。現存

する石垣は約 100件で、棚底集落独特の良好な地域景観を形成しており、内外

の注目が集まりつつある。平成 17年より開始された新たな文化財保護制度「重

要文化的景観」の候補地として、調査が進みつつある。

こぐり 防風石垣と並んで特徴的な文化財として「こぐり」と言われる施設

がある。石垣と同じく扇状地にふんだんに埋蔵されている石材を使って作られ

あん さ よよう すい ろ

た暗渠用水路である。地下水源から農業用水を取りいれるための土木施設であ

るが、いわゆる「田越し」の水路でなく、全て田畑の地下に潜る暗渠となって

いることが最大の特徴であろう。

こぐりは水源に向かって、床堀りを行い、両脇を石積で補強、扁平な蓋石を

被せた後、土で被覆して水路を完成させるもので、石造りの水路幅員は 40,,..__,

60cm程度、高さも低く大人が屈んで通れるかどうかというものである。水路の

長さは短いもので数 m、長いものになれば 100mを超える延長といわれ、棚底集

落の地下に張り巡らされていた。昭和 47年に発生した上天草大水害の復旧や、

昭和 50年代の土地改良事業でかなり数が減少したとされるが、現在の集落地

下に埋没しているものも多いと見られる。防風石垣の基底部にこぐりの開口部

が造られているものもあり、両者の関係が注目される。地上で確認しやすい石

垣の配置に比べ、地下に張り巡らされたこぐりは、その配置状況が判明してお

らず、今後の調査が期待される。
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無尽蔵に埋蔵する石材を有効に利用した石垣とこぐりは、他地域に類を見な

い土木遺産として、棚底地区の歴史を物語る貴重な文化財である。

棚底集落の防風石垣

(3)天草における中世城館、中世石塔の分布

①中世城館の分布

棚底集落のこぐり

熊本県には、 500を超える中世城館遺跡の存在が知られており、天草諸島には

その内の 60城近くが分布している。この数字は県内の各地域の中でもかなり密

度が高いものであり、天草諸島に数多くの城郭が分布していることを示している。

単独で政治拠点となった近世城と異なり、中世城は地域ごとの知行拠点として

各地に点在しており、領国の維持には、近接する城郭同士の緊密なネットワーク

が重要であったと考えられる。棚底城跡はその中核となる要路上の重要拠点であ

ったと考えられ、そのため周辺城郭との位置関係の把握が欠かせない。

図 16には天草地域における中世城館遺跡の分布状況を図示している。中世の山

城は九朴Iや本州では標高の高い山頂部に築かれることが多いが、天草の城館は総

じて沿岸部に分布し、立地は標高 20........,80mの低丘陵であることが多いのが特徴で

ある。城館同士の連絡が、馬や徒歩だけでなく、海運によって支えられていた可

能性が考えられる。分布状況は、特に天草下島の東部から天草上島北部の有明海

沿岸地域と天草上島の八代海沿岸地域に密に存在している。一方、天草下島中央

部の内陸地域などにはさほど築城されていないことが見て取れる。

天草では他地域の大名クラス城館に見られるような巨大な縄張りを持つ城は

皆無で、棚底城跡他一部の城を除き、その多くは 2、3の曲輪と若干の堀切が見

られる程度の普請例が多い。平野や台地の少ない天草諸島では地形的な制約が強

く、また中小領主が分立しそれぞれの動員兵力が少ないため、縄張りが必要以上

に複雑に発展しなかったものと思われる。

江戸時代の行政区画再編とも言える組制度設置の中では、天草郡中に 87 ヵ村

が存在した。中世において、ほぼ同等の数の村落があったものと見た時、日常的

に合戦の多かった天草上島の状況などから、「一村一城」と見る事ができるほど
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城郭は濃密に分布している。分布状況からは、村落ごとに城郭の必要性があった

ことと面的な広域支配に城郭網の形成が不可欠であったことが想定される。

②中世石塔群の分布

城館と並んで、中世の地域拠点を構成したものに寺院がある。天草諸島では戦

国時代末期にキリスト教がほぼ諸島全域に浸透したため、中世から引き続き継続

している寺院がなく、そのほとんどが廃寺となったと考えられる。中世寺院の名

残は現代に残る「寺」を含む字名とともに、各地に残る尻籍屠．呈愴ぅ雨鉗などの

石塔の存在によって窺うことができ、集中して石塔が残存する地点に比較的大規

模な寺院が営まれていた可能性が高い。

石塔の多くは残欠となり、建立時の組合せを留めていない例が多い。残欠が 20

基分以上群集している地点は、棚底城跡の菩提寺と想定される天草市倉岳町の大

権寺を筆頭に、栖沫計箪）廿ゃ楠蒲討伊資蒼、上天草市松島町の廠貞禾／しJ芯苓夜な

ど環八代海地域に多く分布しているのが特徴である。

-26 -



z
 

q゚-―
 

ヽ

凡 例

f'I 中世城跡

l'i 天草五人衆居城

f'I 近世寺澤期の石垣を持つ城

棚底城跡

゜
I中世石塔群

゜

f'I 
朴之河内城

• 本図の作成It.

l'lF.i本只の中世城跡』 (1978 熊本県文化財保護協会）
1大且遠骰す化史』 (1978 天立地区達設業協会）

『日本城郭大系第17巻』 (1900 新人物往来社）

『日本城郭大系第18巻』 (1900 新人物往来社）

＂目、水俣の城」『ひとよし歴史研究第 11号』

鶴匹人吉市教育委R会・人吉市文化財保護委員会）
「相良氏の天互外交」 roとよし歴史研究第12号』
鶴墳俊彦ぼ人吉市教育委只会 ・人吉市文化財保護委貝会）

を中心に、各町史•関査報告杏等関係四籍、及び担当

者の現地踏査の結果によった。

15.km 

図16 天草諸島の中世城・中世石塔群分布図
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(4)天草諸島の文化財

天草諸島の文化財 八代海に浮かぶ 120余りの島々からなる天草諸島は、海に

囲まれた立地から独自の歴史を重ねて来た。天草市・上天草市・苓北町に所在す

る文化財で、なんらかの指定によって保護されている文化財はおよそ 250件にの

ぼる。表 2・3に各文化財の一覧、図 17に主要な文化財の分布を提示した。

天草市所在の文化財 天草市は平成 18年に 2市 8町の広域な自治体の枠組み

が合併し誕生した。旧来の各自治体で指定等の保護がなされていた文化財は、そ

のまま市に引き継がれたため、市域に所在する指定文化財は、国指定 6件、県指

定 23件、市指定 164件、国登録 7件、国選定 l件の計 201件にも及ぶ。

201件の文化財は史跡・名勝などの記念物や伝統芸能等の民俗文化財など多岐

にわたるが、以下、天草市所在の指定文化財のうち、特に棚底城跡と関連がある

地域の中世石造物や城郭をヒ゜ックアップし、その概要を記述する。

有明海

｝

t|
米 ゜

，
 
q
 
•. 

、
．

，
 

＾ 
＾ ,, i:,1ふ

I ., ' ・, ・,・・-・--・ -----ー-, ・争•— .. I 

図 17 天草の文化財分布図
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表2 天草諸島の文化財一覧①

5 名勝及び天然記念物妙見illi

6-I史跡 1棚1底城跡

屈狙臨 屁麟~
I 天然記念物 兜梅 13 T．云"--ロ"ロ 利明寺(})梵鈍

2 建造物 山「1の施無町橋 附架橋碑 11 ;I~ 跡 上田家文苫

3 建造物 柑iilli (/)眼鍛低 15 J"-"CL、'"口"' 邸祇焼色絵三ツ・,v.,11/<:花1;1p;1::文ノ＜稜大llll

Iヽ 史跡 大矢追跡 16 1―.J. ,.て_."n " ,:':ii兵焼色絵 ：．ッ・`り11'.l/E文六稜大llll ・.lti, 

5 ぼ古貨料 大矢迫跡iiげ:,¥,', 17 工芸品 高浜焼色絵絵、r.~爪文六稜大JIil 二揃

6 1考古汽料 位<I);:,UJ'.(硲群および出十．逍物・括 ~ 上,.北ヽ"ロ"' 祁浜焼色絵牛I:少I・文化生

7 彫刻 木造十一而観・;}tr.像 19 T·"•~'"n " 邸浜焼色絵1',I:花屯珠文益付壺 三揃

8 史跡 久玉城跡 20 史跡 莉浜焼窯跡及び灰))礼， 天然記念物 サソリモドキ 21 有形民俗文化財 キリシクン禁制の迫物 一括

10 建造物 祀党寺キリシタン臨碑群 22 火然記念物 貨幣石産地

II 犬然記念物 ヒモヅル 23 天然記念物 ヘゴ自生地

12 無形民俗文化財 l栖本太鼓踊り

匹 他
I 建造物 明徳寺山門 17 史跡 三 日月瀬

2 I建造物 紐川古寺古塔群 48 史跡 牛深鰹流れ舟慰益碑

3 I建造物 市ノ瀬橋と七糾9 49 史跡 仁・神様

4 建造物 下浦石上元祖松哀五郎左衛門の様 50 彫刻 西国二十二．観音1象

5 建造物 本渡南の梵字板碑と礎石 s1 I彫刻 一右ニキー字十念供投石仏

6 建造物 伊f'l介権現占塔群 52 I天然記念物 無拙守無患Y・

7 1建造物 下iillJL田薬師常の梵字板碑 53 天然記念物 中ノ i!H鮮鉄
8 1建造物 寸ー浦の板糾I 51 天然記念物 花光寺の公孫樹， 

1建造物 志安橘 55 天然記念物 魚貫崎の溶

IO T_ ._,_,.ヽ,:Jロill 府羽紋螺細鞍 56 天然記念物 iii之神杉

II エ"'止'"nロ Iメダリオン 57 天然記念物 楠

12 史跡 木11.J弾jf:O)様 58 天然記念物 姫之河内の木鮒

13 史跡 染岳0)索場 59 天然記念物 大蛇池

14 史跡 志柿大松道古‘坑 60 T一ー"'止'"口" 木杯
-・ 

15 史跡 柑iilli新田古坑 61 無形民俗文化財 痴子舞い

16 I史跡 ＝宅藤兵衛0)樅 62 無形民俗文化財 牛深おはら

11 I史跡 船之尾尾越の板碑 63 無形民俗文化財 塩振り踊り

18 史跡 1茂木根(/)横穴古禎 64 無形民俗文化財 内の原虫追い

19 史跡 I下illi紺森古坑 65 無形民俗文化財 もんつき唄

20 史跡 東1,,1寺歴代住職0)雌 66 無形民俗文化財 牛深ハイヤ節

21 史跡 令：浜城石垣 67 無形民俗文化財 魚l'l草刈り唄
22 彫刻 江川地の延命地蔵If/: 68 建造物 五輪塔

23 彫刻 遊行僻i段 69 建辿物 五恰塔

21 天然祀念物 諏訪神社の大蘇鉄 70 建造物 府津武士の臨

2s I天然記念物 下浦船Jl>)天樅宮の大楠 71 上芸品 ロザリオの型母子銅牌

26 古文芯 四郎乱物語 72 i::~ ~:,.<11" 11 キリシクン化壺

27 占文・；り一 木山家古文井 73 考古i勺料 古代石器コレクション

28 歴史浴料 ,:':i札 74 史跡 竹嶋古収群

29 歴史貸料 ロザリオと壺 75 史跡 台田，り坑

30, 歴史狩料• Iあぶみ（一対） 76 史跡 付），杓古!ti

31 歴史賓料 鈴木明神伝碑 77 史跡 鬼塚古泊

32 歴史貸料 徒党禁ii:高札（木製） 78 史跡 権六古tfi

33 考古貨料 元ート砂i辿跡より山上の七器石器類 79 史跡 老岳古代祭祀逍跡

34 建造物 眼鏡橋 so I ,1r跡 小崎義1リj辿扱（大浦）

35 建造物 竜王宮 81 ぽ跡 小崎汲明辿湿（枡nm
36 建造物 n柚碑（切石様） 82 天然記念物 ナウマン象の牙の化石

31 I建造物 平野成政碑 83 天然記念物 対岳楼跡アコウ樹

38 I建造物 r・ 拓記念碑 81 古文;1;: 花詑寺文;If

39 I考古肉料 星0)/flj,1;・tft 85 古文苫 F律りIi検地帳
10 I史跡 御川井戸 86 古文；1，~ 北野家文芥

11 I史跡 述見岳見張り番所跡 87 古文;4 御用触写

12 史跡 述見1L1中番所跡 88 史跡 近術殿跡

13 I史跡 直軍硲地 89 史跡 黒崎，1,墳

44 史跡 1ヽ・馬刀島 90 史跡 東~~寺五恰0)塔

、15 史跡 久茶権視様 91 史跡 天油宮ともずな七ー跡

16 I史跡 烏柏-f・坑跡 92 史跡 串ヶ崎占棋
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表3 天草諸島の文化財一覧②
93 彫刻

94 史跡

95 史跡

96 史跡

97 史跡

98 史跡

99 史跡

100 史跡

101 史跡

102 天然記念物

103 天然記念物

104 天然記念物

105 天然記念物

106 史跡

107 建造物

108 建造物

109 建造物

110 建造物

111 建造物

ll2 建造物

113 建造物

111 エ=云ロ"ロ

115 史跡

116 史跡

117 史跡

118 史跡

119 史跡

120 史跡

121 史跡

122 史跡

123 彫刻

124 彫刻

125 彫刻

126 彫刻

127 彫刻

128 天然記念物

元浦阿弥陀仏像

出ノ尻古墳

牧向古墳

松依姫

帆柱石

若宮様

瓶口靭製鉄造跡

庖木崎五輪塔

祇園社

天満宮の樟

アンモナイト化石

あこうの木

肥後さざん花

宮崎石棺募群

大河内六地蔵

河内六十六部塔

馬品の義民塔

下ノ 門五翰塔

平ノ ロ五輪塔

法界平等碑

常夜燈

大河内梵鐘

河内焼窓跡

学半舎跡

沖の瀬古坑群

下平古瑣

永田隆＝郎役宅跡

栖本諏訪神社

仏日山円性寺及栖本郡代所跡

栖木城跡

小ヶ倉役音磨俎碑

罵場の板碑

山浦祓音磨歴碑

金剛力士像

利明寺薬師如来

アコウ大樹

旧天草教育会館本館

旧天屯教育会館正門及び塀

上田家住宅主家

J.:出家住宅離座敷

！天草市崎津の漁村版硯

千厳山および高舞登f(J

長砂速古墳

永 I~神社のアコウ

l市庄叫は；天草市） 1大矢野城:Iii

I 

129 建造物

130 史跡

131 史跡

132 史跡

133 史跡

131 古文苔

135 建造物

136 建造物

137 建造物

138 建造物

139 建造物

110 建造物

141 丁-七='ロ"' 

142 史跡

143 史跡

144 天然記念物

145 天然記念物

146 天然記念物

147 名勝

148 無形民俗文化財

119 無形民俗文化財

150 無形民俗文化財

151 無形民俗文化財

152 無形民俗文化財

153 無形民俗文化財

154 無形民俗文化財

155 無形民俗文化財

156 古文苦

157 古文沓

158 犀史資料

159 建造物

160 建造物

161 考古衰料

162 史跡

163 無形民俗文化財

164 無形民俗文化財

5 I建造物
6 i建造物
1 I建造物

2 I名勝

2 I史跡

大宮地五輪塔

小宮地焼窯跡

麒仙宮

経塚

天附古瑣群

大澁家古文害

ペーが墓（キリシタン墓碑群）

岩宗のキリシタン砥碑群

豪商松坂屈（石本家）屋敷

御領神社二の島居

芳證寺衆寮棠

尼港事変殉難者碑

天なサラサ

かくし御堂

荒尾岳遠見番所跡

伏廃洞

ャプッパキ

大ヶ瀬・小ヶ瀬

小ヶ瀬

福連木の子守唄

軍ヶ/Jli十五社神社太鼓踊り
大江の新地節と綾竹踊り

大江八幡宮の獅子舞・太鼓踊り

福連木0)獅子舞 ・太鼓踊り

下津深江神社の獅子舞 ・太妓踊り

治j浜八幡宮の獅子舞・太鼓踊り

小田床菅原神社の獅子符 ・太鼓踊り

！松illi家古文苔
大内義隆の書状

ぶ浜八幅も・社:;,:「天ヰ伊豆守!i,種欧納軍旗」

巌戸山観音寺の板碑

轟橋

鬼塚古坑出土品

鬼塚古柑

―町田八幡宮出迫祭

産島八幡宮例祭

I上m家住宅表玄楳l
I上m家住宅正l"J
＇上田家住宅裏門及び塀

直指定>・c苓北町）:、-:,: ヽ`▲ ':-'.·• . . ....'"● •，汗．屯:_-.・,,.,、...-.. ,. 
.ヽ,.-"'~.:=ロ:.. : ここ・,ー：ニ-~ふ迄二ぶ予::::こ翌繋翠逹琴を；：：言喜認‘ご聟索‘
閥屑胃QMfflliM閥

lハマジンチ ョウ群落

田=!~1~1 ―
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①上津浦の指定文化財
I I 

五輪塔（上津浦） 天草市指定建造物

【指定年月日】昭和 62年 5月 19日

明治時代末頃、県道工事の際に上津浦城の南東側

付近から発見され現地に移設された五輪塔。

水輪の四而にキリーク、変休キリークの梵字が刻

まれている。全高 l.62mで五輪塔としては天草の五

輪塔では最大のものである。形態から 13世紀頃のも

のと考えられ、中世天草を支配した天草五人衆の一

人、上津浦氏の供簑塔と思われる。

②栖本の指定文化財

下ノ門五輪塔／平ノロ五輪塔 天草市指定建造物
- - - - I 

【指定年月日】昭和 51年 1月 10日（下ノ門）／昭和 52年 10月 1日（平ノロ）

栖本町下ノ門、平ノロにはそれぞれ五

輪塔や宝筈印塔が多数残されている。多

くは周囲の田畑などから五輪塔残欠を寄

せ集め、組み合わせたものとみられる。

加工がしやすい砂岩や凝灰岩を用いて作

られ、その大きさも大小入り混じる。平

ノロには宝塔の塔身があり、側面四方に

阿弥陀如来を示す梵字が刻まれている 。また、 宝悔

印塔の残欠があわせて 30基以上確認される。室町時代に一帯を支配していた栖

本氏またはその家臣の蘊標と考えられている。（写衷は下ノ門五輪塔）

小ヶ倉観音磨崖碑 天草市指定彫刻

【指定年月日］昭和 51年 1月 10日

小ヶ倉観音は倉岳北側中腹、栖本町小ヶ倉地区に残る磨崖碑である。観音堂奥

の岩肌に 4つの梵字が刻まれ、本尊とされる。
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上部に阿弥陀如来、その下、向かって右側に勢至菩薩、

左に観音菩薩、更にその下に不動明王を示す梵字の陰

刻があり、最下部に蓮台を意味する文様が刻まれる。

左横には長享元年 (1487)紀年銘が残る。宗派について

は、修験と縁の深い密教系のものであろう。

駈

利明寺薬師如来 天草市指定彫刻

【指定年月日】昭和 51年 1月 10日

栖本城跡に隣接する和明寺は、寛永 14年 (1637)の

天草島原の乱以降、浄土宗円性寺の末寺となってい

るが、天草五人衆栖本氏の菩提寺と伝えられる。本

尊である薬師如来像は、頭部に肉整珠、額に白竜を

持つが、螺髪はなく、渦巻状の線が刻まれており、

清涼寺式釈迦如来像の特徴がみられる。時代は南北

朝時代頃の作と推定される。

浄土宗では薬師如来を祀ることはあまりなく、こ

の仏像は創建以前から祀られていたものと考えられ

ている。

.,..,..,._~ 
-!,:.-
,_,.' 
-ヽ....ゞ｀~-、~．

. --ヽ

~'--、｀｀●→~,-

利明寺の梵鐘 熊本県指定工芸品

【指定年月日】昭和 42年 4月 19日

薬師如来と同じく利明寺に伝えられるこの梵鐘に

は、「応永念六甲戌年十一月九日」とあり、応永 26年

(1419)の作であることがわかる。

また、銘文が陰刻で記されており「鎮西肥後朴I河尻

荘賓祐山善勝禅寺」の名が見える。善勝寺は曹洞宗大

慈寺の末寺であり、肥後河尻氏の外護を得て、寒厳義

手によって建立された寺院であった。この梵鐘は善勝

寺から利明寺にもたらされたものと考えられるが、そ
""■ , ,-・""■ "' -

の伝来の時期や理由は不明である。栖本氏と河尻氏、あるいは大慈寺との直接

的な関係を示す文献は今のところ見出せないが、何らかの関係をもっていた可

能性を示している。
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③史跡指定がなされている城郭

栖本城跡 天草市指定史跡

栖本城は湯船原城とも呼ばれ、『古

城考』によれば、栖本氏代々の居城と

いう。天草五人衆の一氏、栖本氏は天

草上島南側に勢力を持ち、同じ上島の

上津浦氏と対立を深め、度々抗争を繰

り返している。小西行長時代になると

栖本氏は梅北の乱に加担したため、天

草を追われ、その後、唐津藩主寺沢廣

高が天草を支配した時代に、こ

こに城代が置かれ、城・郡代所

として機能が維持された。

城郭は標高 60mの丘陵に築

かれ、堀切などが見られる。字

名も「本丸」として残っており、

ここから土師器皿などが採集さ

れている。

金浜城石垣 天草市指定史跡

・天草市佐伊津町金ヶ丘には鎌倉時

代に志岐安弘が居住した金浜城があ

ったと伝えられる。当地に残る石垣

は金浜城に伴う石垣といわれている

が、高さ 5mを超える高石垣で、織豊

期以後の石垣遣構と考えられ寺澤氏

時代の築造であろう。戦時中天草海

軍航空隊の基地となり、現在は団地

として宅地造成され、石垣の他に城

跡の遺構はほとんど残っていない。
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石垣は幅約 15m、高さ 5m以上を測る

が、 隅角部は壊され天端も削平されて

いる。 石垣の中央部には、城の中心に

向かって 50cm方形の抜け穴らしきもの

が作られており、 類例の少ない貴重な

避構といえよう 。

久玉城跡 熊本県指定史跡

［指定年月日】 昭和 48年 3月 29日

天草下島南端、久玉町に残る中世城

跡。 天草氏の一族久玉氏の居城であっ

た。城跡は天草下島の最南端にあって、

久玉浦の海を 一望することのできる山

稜末端部（標高 47m)に位置する。

金浜城同様、 寺澤期のものと思われ

る石垣が頂上から数えて 3つ目の曲輪

を取り囲むように残っており注目さ

れる。 最頂部の 主郭には土塁なども

見られ、 中世城が近世城として再利

用されたことを物語る貴重な史跡で

ある。昭和 47年 9月、国道 266号拡

張工事に伴う東側麓の発掘調査で、

三本の石組排水溝が検出され、

の播鉢片、 士師質土器、

瓦質

陶器片など

が出土した。昭和 48年に熊本県の中

世城館としては初めて県指定史跡と

なった。
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第 3章史跡の概要

(1)史跡指定に至る経緯

棚底城跡は地元住民の間で古くから 「碕嘉」と呼ばれ、地域の城跡として語り
やっしろ lこっさ

継がれてきた。昭和50年代になり、中世史料 『八代日記』に争奪の対象として記

録されていることが明らかになり、天草では数少ない史料に残る城跡として知ら

れることとなった。

平成14年から倉岳町によって城跡の調査が進められ、平成17年度の天草郡市2

市8町による大合併を挟み、平成21年7月に国史跡として指定された。各年次ごと

の主な事業内容は以下の通りである。

表4 史跡指定に至るまでの年次毎の事業内容

'. •:. • ・,7 ゞ~ ¥' -~l ・ヘ.ヽ.•• ．． 墨

＇ざ．4， •' 

年次 ;'. 内容 '' ふ “ '.  "、
:•_: I~: ~. , ●、 1, ~ • l.'-ヽ, : 

,., ; 

平成 12年度 倉岳町史編築計画が持ち上がり 、城跡の基礎調査も計画される。

平成 14年度 城跡の測量調査と第 1次発掘調査実施。測最により主要曲輪の配置、三

重横堀や土塁の規模が把握される。発掘調査を I郭で実施し多数の柱穴

と陶磁器類が 出土、山城での生活ぶりが注目される。

平成15年度 第2次発掘調査。 II~ VIII郭までのトレ ンチ調査実施。

平成 16年度 調査報告書『棚底城跡』刊行。 14年度の調査成果を収める。

平成17年度
おおごん じい せ e

菩提寺比定地 「大権寺遺跡J石造物調査。

周知事業 「棚底城歴史フォ ー ラム」開催。

調査報告書 『棚底城跡 1I』刊行。 15年度調査成果、石造物 ・調査成果、

フォ ー ラム記録集を収める。

天草郡市2市8町が合併。倉岳町から天草市に事業 引継。

平成18年度 棚底城跡学術検討委員会を組織する。

梅雨の 豪雨により、城跡法面一部崩落。

関連遺跡調査と して大権寺遺跡第 1次確認調査。棚底城跡と重複する時

代の陶磁器等出土。

平成 19年度 大権寺遺跡第2次確認調査。中世石造物、石積遺構、石段遺構検出。

棚底城跡は、 シート エ・ 土のうエによる法面の暫定保護実施。

平成20年度 総括報告書『棚底城跡Ill. 大権寺遺跡』刊行。棚底城跡の再考察、大権

寺遺跡の調査成果を所収。

平成21年度 平成21年7月23日付け文部科学省告示第 113号により国史跡指定。

平成22年度 棚底城跡保存管理計画策定検討委員会設置。
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(2)史跡指定年月日と範囲

天草市は平成21年1月23日付け天文第423号により、文部科学大臣宛てに棚底

城跡の史跡指定意見具申を行った。これに基づき、国の文化審議会より答申が

行われ、平成21年7月23日の官報告示によって国指定史跡となった。

表 5 史跡指定の官報告示

0文部科学省告示第113号

文化財保護法（昭和25年法律第214号）第109条第1項の規定により、次の

表に掲げる記念物を史跡に指定する。

平成21年7月23日

名称

所在地

地域

文部科学大臣 塩谷立

棚底城跡

熊本県天草市倉岳町棚底字尾崎

1060番、 1062番、 1063番 l、1063番2、1063番3、1064番、 1065

番、 1066番2、1067番、 1067番2、1069番、 1070番、 1071番、 1074

番、 1075番、 1076番、 1080番 1、1081番、 1084番、 1085番、 1089

番、 1090番、 1091番、 1092番、 1093番、 1094番、 1095番、 1097

番、 1103番、 1104番、 1107番

右の地域に介在する道路敷を含む。

(3)指定に関する情報

［面積] 41,956. 60nf 

［詳細説明］

棚底城跡は、天草諸島上島南部に登える倉岳（標高682m)から南に派生する山稜

の尾部に築かれた、天草地域を代表する中世の城跡である。城跡からは八代海に

浮かぶ御所浦諸島が見渡せる、海上交通の要衝に位置する。

室町時代の天草地域では、天草五人衆と呼ばれる国人が抗争を繰り返した。棚

底城跡は、五人衆の上津浦氏と栖本氏の抗争地として『八代日記』に散見する。

それによれば初出である天文13年 (1544)まで上津浦氏一族が在城、その後栖本氏

の手に落ちるが上津浦氏が奪回を試み、永禄3年 (1560)に相良氏の斡旋により再び

上津浦氏に帰したことが知られる。棚底城をめぐる一連の抗争は記録が少ない天

草の中世史上重要な位置を占める出来事であり、両氏とも肥後南部に勢力を持つ

相良氏との緊密な関係を求めた政治情勢をうかがうことができる。

城跡は山稜の尾部に東西約340mの規模で造られ、城跡西側の標高約90mの I郭を

主郭とし、東側へ尾根伝いにVIII郭までの8郭からなる。 I郭北側から西側にかけて

は三重横堀を設ける。単郭構造が多い天草の中世城館の中にあって、棚底城跡は
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例外的に複雑な縄張りである。倉岳町（現・ 天草市）教育委員会が平成14年より行

った発掘調査の結果、 8つの郭で岩盤を掘り込む柱穴群を検出した。 I郭では大型

建物跡や5列の小柱穴列遺構等が見つかった。

日常生活に使用された貿易陶磁器類の出土量は熊本県内でも抜群に豊富である。

城跡の年代は、出土遺物から、 14世紀後半から 15世紀中ごろの I期、 15世紀後半

から 16世紀前半の II期、 16世紀中ごろから後半のIII期に大別される。 I期創建期

で、確実に I期に遡る遺構は発見されておらず、遺物もやや少なめだが、 W郭で

ベトナム産青花碗が出土している。同タイプの陶磁器は博多遺跡群をはじめ、九

小i'Iの東シナ海沿岸域を中心に出土しており、この地の交易との関わりをうかがわ

せる。 II期に属する中国産貿易陶磁は大量に出土し、日常生活が最も隆盛した時

代と考えられる。また熱を受けた遺物が多くあり、青磁大盤等威信財にも及ぶこ

とから、 II期の終末ころに焼き討ちにあった可能性が高い。中国産天目碗、石製

風炉、茶臼等の茶の湯道具や碁石等、豊かな生活を示す遺物もこの時期の可能性

がある。 III期は遺物の出土量が減少し、 II期に比べ生活拠点としての性格が希薄

になる。 『八代日記』に抗争地としてみえる時期である。天草では珍しい複雑な

縄張りは相良氏の影響を受け、永禄期ころに完成したとみることができ、 II期ま

での生活拠点から軍事的性格の強い城郭へと転換した様相を示す。

このように、棚底城跡は中世の天草地域における天草五人衆の抗争の舞台とも

なった城跡であり、発掘調査によって多量の貿易陶磁器が出土し、最終的に天草

地域には珍しい複雑な縄張りになったこと等、肥後天草地域の政治・軍事の変遷

を知るうえで貴重な遺跡であることから、史跡に指定して保護を図ろうとするも

のである。

【引用元：月刊文化財 平成21年8月号】

(4)管理団体指定

平成21年9月16日付け文化庁告示第24号、文化財保護法（昭和25年法律第214号）

第113条第1項の規定により、棚底城跡を管理すべき地方公共団体として、天草市

が指定された。

(5)史跡範囲における土地利用状況及び所有者の状況

①土地利用状況（表 6)

史跡指定地内は、概ね山林と畑で構成されている。そのうち、山林は全体面

積の 86%を占め、その大半は竹林やクヌギなどの雑木に覆われている。斜面部

分にはスギやヒノキの植林が行われているが、管理が行き届いていないのが現

状である。以前はミカンの栽培も行われていたようだが、雑木に紛れて残って

はいない。
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また、地目上の畑は全体の 12%ほどを占めているが、現在耕作はほとんど行

われていない。かつては主な曲輪の平坦面を利用して階段状に畑地が形成され、

サツマイモ、麦の他、タバコが若干栽培されていたようである。その後、昭和

30年代頃からは次第に耕作が行われなくなり、昭和 47年の上天草大水害後は

ほぼ耕作が放棄され現在に至る。

その他、公衆用道路、里道が全体の 2%を占めており、畑を縫うように通っ

ている。公衆用道路は戦後、耕作用機械運搬のため、また人の交通のために便

宜的に通したものである。

②土地所有状況（表 7)

史跡内の土地所有状況は、里道部分を除き、山林全域が民有地である。市有

地となる里道部は 1.8%、民有地は 98.2%に及ぶ。 34筆の指定地筆数に対し、

所有者数は 88人となっている。

表 6史跡内地目・面積内訳表

台帳地目 山林
＼ 

面積（吋） 36,087.00 

割合（％）
ヽ

86.01 

現況地目 山林 ‘

面積<m) 41,020.00 

割合（％） 97. 77 

表 7史跡内土地所有関係内訳表

所有者 、; 台帳地目
＂ダ^

民有地 山林

畑

公衆用道路

市有地 里道

ム口 号口t

(6)史跡範囲内の地質・植生

①地形地質

畑 公衆用道路

4,933.00 181. 00 

11. 76 0.43 

公衆用道路

0 00 181. 00 

0.43 

面有者数（実質人穀） 筆数（筆）

61 (21) 

19 (9) 

5 (1) 

3 

88 (34) 

里道 合計．． 

753. 60 41,954.60 

I. 80 100 

里道 L>. ロ~.+ 

753. 60 41,954.60 

1. 80 100 00 

（申請時）

面積（ボ） 割合（％）

21 36,087.00 86. 01 

， 4,933.00 11. 76 

1 181. 00 0.43 

3 753. 60 l. 80 

34 41,954.60 100. 00 

地質の概要 棚底地域の地質は、頁岩• 砂岩互層の古第三系教良木層によ

り成り立つ。この教良木層は頁岩層を主体とするが棚底周辺では厚い砂岩層

を挟んでおり、棚底城跡がつくられた丘陵も大半が砂岩層である。城跡での

層理面は N37-----66°E・傾斜 33-----48°SEで、全体的に南東方向へ傾斜してい
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図19 台帳上の土地利用状況図（平成元年9月段階国土調査による）

図20 現況の土地利用及び所有状況図（平成23年1月段階）
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基本的には軟質の岩盤であるために、棚底城跡においては、曲輪面の造成、

柱穴の掘削、堀の掘削など城普請のほとんどが岩盤を加工して行われている

のが大きな特徴である。

地質分布状況 史跡指定地内の地質分布を図 21に示す。棚底城跡が位置

する丘陵地の地山は、ほぼ東西方向に延びる尾根筋に I,...__, VIII郭までが並ぶが、

尾根線北側斜面は地層が「受け盤構造」となり、比較的急斜面となり表層崩

壊痕跡が多く見られる。 I郭から II郭の西半部までは主に頁岩地盤で、表層

部は強風化して軟質となり土砂状を呈する。この区域は脆弱で、特に I郭と

II郭の境界付近谷部でやや大きな崩壊跡が見られる。 I郭東半部,...__,VII郭まで
がんすいたいせきぶつ

は層理が発達する砂岩地盤が分布している。南側斜面の段地形は崖錘堆積物

が厚く分布したものと推定される。北側斜面にやや崩壊跡地が見られるもの

の、規模の大きな崩壊跡は見られない。

VIl[郭では中央鞍部に頁岩層が分布するが、全体的には砂岩で構成されてお

り、東末端部では風化砂岩が露頭している。城跡西端の堀切付近の平坦地や

m郭及びV郭,.___,VIl[郭などの比較的低い曲輪の法面は石積が利用されている。

石材は I,..__ill郭西部までは頁岩、 m郭東部,.___,VIl[郭までは、麓より持ち込んだ

安山岩質貫入岩が多く利用されている。

層厚分布状況 地盤地層の層厚分布を図 22に示す。地山である砂岩・頁

岩の地表部が風化し軟質土砂（不安定地盤）となって表層崩壊の要因となる。

不安定地盤の層厚は 0.5m未満、 0.5,,..__,1. Om、1.0,....,1.Sm、1.5,,..__,2. Om、2.0m

以上に区分される。

I ,,....., VllI郭までは尾根より北側斜面が「受け盤構造」のため、南側斜面に比

べ、北側斜面が不安定地盤が厚い傾向が見られる。 I郭東側の北側斜面、特

に三重横堀部から麓までが不安定地盤の層厚が 2.0m以上と厚い。 II郭,,.....,VII 

郭北側斜面においては 1.5m,,..__,2.0mと推定される。

南側斜面の状況は、北側斜面に比べると薄<I郭西側で 1.5"-'2.0m、II,,..__, 

Vll1郭においては 1.0,,..__,1. 5mである。

曲輪平坦面における層厚は概ね 0.5m未満、曲輪縁辺は概ね 0.5,,..__,1. Omと

比較的薄い。ただし、 I郭は頁岩層で軟質化しやすいため、他の曲輪よりや

や厚めの堆積となる。

地質上の問題点と対策 史跡構成において重要な各曲輪面は総じて、現地

表面から岩盤までの厚みが総じて 0.Sm以下でごく浅い深度に岩盤がある。
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このため、地盤は安定しており大規模な崩落は発生しにくいが、雨水が浸透

せず曲輪端部に流れるため、浅い表層崩壊を繰り返す要因をなると考えられ

る。現在は平坦面から端部までをビニールシートで被覆し雨水の浸透を予防

しているが、応急処置に留まっているため、恒久的な導水施設の設置等で雨

水の誘導が必要と考えられる。

尾根筋を対称軸として南側斜面より北側斜面の方が不安定地盤層が厚く

堆積しているため、大きな崩落が発生しやすい環境にある。城跡への影響を

最低限に抑え、なおかつ確実に土砂崩落を防止できるような効果的な方策を

検討しなければならない。殊に I郭北側の三重土塁・横堀は棚底城跡で最も

見応えのある遺構であるが、これが北側斜面の層厚 2.Om以上の区域にかか

っているため、特に土塁流出等による遺構損壊を未然に防ぐための対策を講

じなければならない。

石積による法面は大きく崩落したところは見られず、一定の土留め効果を

有していると推測される。城跡の現在の景観を維持するためにも、緩んだ石

積の積み直し等により石積を活かしながらその強化を行い、崩落を防ぐこと

が望まれる。

②植生

植生の概要 棚底城跡は、倉岳一矢筈岳山塊の南東斜面中央部に谷を刻む

棚底川が形成した扇状地の開口部左岸、倉岳から南南東に伸びた支尾根の先端

部に位置する。

棚底城跡の丘陵は、廃城以降は集落の里山的な機能を果たしてきたと考えら

れ、斜面の樹林は薪炭林として、また、尾根部の平地は時代により茅場や畑地

として利用されてきたと思われる。

現況では、史跡指定地のおよそ 3分の 1が広葉樹の二次林であり、ヒノキ人

工林と竹林がそれぞれ 4分の 1ほどを占めている。ヒノキ林は近年の植林であ

り、竹林が耕作跡地や伐採跡地に侵入して繁茂したのはごく最近のことである。

モウソウチクは 18世紀中葉以前は天草にはなく、マダケも導入時期を特定す

るのは困難なものの、少なくとも、この地が城として機能していた時期に丘陵

斜面を覆っていたとは考えにくい。

植生分布状況 史跡指定地の現存植生を図 23 に示す。曲輪が列状に配され

た尾根部は、保護盛土の平坦面、段差部の土羽ともに、定期的な刈り払いを受

ける低茎草地となっている。同様の植生は南西斜面の一部の畑地跡とその法面

にも見られる。

丘陵南斜面は、斜面下部の樹林と竹林内に点在する広葉樹のために、南方向
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図 23 棚底城跡植生分布図

から見ると広葉樹林が優占するように見えるが、平面図で示すと過半がマダケ

林に区画される。マダケ林の一部にはモウソウチクが混在している。また、ク

スノキ、ヤブニッケイ、センダンなど数本の樹木が混生して樹冠を最上層に出

している。竹林の低木層には、ヤプツバキ、クチナシ、ハクサンボクなど若干

の常緑樹が見られる。マダケは、 W郭からVI郭付近の北斜面上部にも分布し、

斜面下部にかけてヒノキ林や広葉樹二次林に侵入して混生している。

尾根部の曲輪群の南面はマダケ林に接するが、東西と北側の大部分は広葉樹

林で囲まれている。植生図では、径級の大小はあるもののほぼ常緑樹で占めら

れる部分を常緑広葉樹林としたが、常落混交広葉樹林に区分した部分は、混交

の度合いや林齢などにおいて多様な林相を含んでいる。常緑広葉樹林はスダジ

イ（スダジイとツブラジイの中間的な型であるが便宜上スダジイとする）が優占

し、タブノキ、アラカシ、クスノキ、ホルトノキなどが高木層を占め、部分的

に低木層にネズミモチ、ヒサカキ、カクレミノ、イヌマキ、タイミンタチバナ

などが見られる。常落混交林のうち林高が 7---...,sm以上ある箇所には、アラカシ、

スダジイ、ハゼノキ、センダンなどが高木層に混生し、林縁部や若い萌芽林に

は、アラカシ、ヒサカキ、ネズミモチ、クロキ、ナナミノキ、スダジイ、コナ

ラ、ネジキ、クヌギ、イヌビワ、ヤマッツジ、アカマツなど多種が生育してい

る。

丘陵北斜面の 2分の 1ほどをヒノキ林が占めており、 VII郭から VIII郭にかけて

の平坦部とその北側斜面、および史跡指定地北西部の谷にまとまったヒノキ林
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がある。ヒノキ林は局部的にマダケや広葉樹の侵入が見られるものの、ほぼ純

林状態であり、林内の低木層、草本層には、ミミズバイ、アラカシ、イズセン

リョウ、ヒサカキ、シリブカガシ、 トベラ、ネズミモチ、ヤブツバキ、タイミ

ンタチバナ、ハクサンボク、クロガネモチなどの常緑樹のほか、わずかではあ

るがイヌビワ、ネジキ、エノキなどの落葉樹も生育している。

その他、丘陵東端部の史跡指定地が北に突出する低湿地には、わずかにヒノ

キを交える径級の高いスギ林があり、林内には、アカメガシワ、ミミズバイ、

イヌビワ、チャ、クチナシ、クサギ、エノキ、ヤブッバキなどが生育している。

また、西部の尾根筋付近や山腹上部、丘陵南斜面の裾部などに、株立ち性のタ

ケであるホウライチクの群叢が点在している。

植生上の問題点と対策 史跡棚底城跡の植生管理においては、史跡全体を植

生も含めて戦国時代当時の景観に、徐々にでも、近づけていくことが望まれ、

土砂災害を誘発しない限り山稜の地形を見せることが重視される。

遠望でも城郭地形を把握しやすくするための地被のあり方はスケールによ

って異なるものであるが、棚底城跡のような規模では、樹高 2~3mから 5~6

m程度の、高さが揃った樹林が丘陵の斜面を覆う形が最もふさわしいと思われ

る。 II郭北斜面やVII・VIII郭にかけての南斜面などに分布する常落混交広葉樹林

においては、たとえば、樹高 3m以上で萌芽力のある樹種では、周りの植生の密

度や高さを勘案しながら根元から伐採、あるいは 0.5~ lm程度の高さに切り詰

めるなどして低木の萌芽林とすることが勧められる。また、 IV~VIII郭までの北

斜面周辺に分布するヒノキ林も、植林が近年のものであり、城跡景観に必須の

要素とは言えず、伐採等によって広葉樹林に転換する等の対策を講じることが

望まれる。

城跡南斜面の広範囲に、マダケ・モウソウチクの竹林が拡がっている。竹林

もまた、城郭機能時からの植生ではなく後年のものである。さらに、竹林は生

物多様性の低下、水源かん養機能や土地保全機能の低下を招き、また、里山景

観を単調で季節感の少ないものとする。特に土地保全機能は、一般的なイメー

ジほど土砂災害の防備に貢献しない場合が多い。地下茎は一定の深さ (30~

40cm)を横に拡がっており、その層の引き裂きに対しては応力があるが、それよ

り下に滑落面ができると竹林を載せたまま崩落してくるからである。このよう

な点から、伐採や薬剤による枯殺等の処置により、広葉樹二次林への転換を促

進する等の対策が必要と考えられる。
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(7)棚底城跡の概要

①歴史的背景

相良家の事跡を記した『八代日記』には、棚底城に天文13年 (1544)まで天草

五人衆のうちの一氏、上津浦氏の一族が在城していたと記されている。天草五

人衆は天草・志岐・上津浦．栖本・大矢野の五氏の在地領主のことを指す。

しさのう ら

天草五人衆の登場 天草五人衆の歴史は、建暦2年 (1212)に藤原光弘が志木浦等

6箇所の地頭として任命されたことに始まる。光弘は以後、志岐姓を名乗り、天草

下島北部に勢力を広げた。また、貞永2年 (1233)にはよん砥蔦文地頭として笑箪籍省が

いたことが知られている。五人衆の中でも、志岐氏・天草氏がいち早く天草に根

をおろした。
おおやのたねやす たねむら

続き弘安の役 (1281)に参陣した九州御家人として大矢野種保・種村兄弟が知ら

れており、この頃には大矢野氏が興っていることが確認され、元徳元年 (1329)に

鎮西探題から上津浦次郎太郎入道に当てた文書によって、棚底城と直接関係する

上津浦氏も存在が確認される。残る栖本氏は永和4年 (1378)付『吉川文書』に熊本

藤崎城の守備勢として大矢野氏や上津浦氏らとともに表記されている。このとお

り天草五人衆は13,...._,14世紀にかけて歴史上に現れて、在地領主として戦国時代の

終りまで天草の各地を統治することになる。

天草五人衆は、対外的には一揆衆として連帯しつつ外交に当たり、島内ではそ

れぞれの領地抗争に明け暮れた。このため島内には 60城近い数の城郭が築かれて

おり、棚底城もその一つとして築城されたと思われる。築城年代はわかっていな

いが、城内の出土遺物の年代観から 14世紀後半から 15世紀初め頃に築かれ、 16

世紀後半まで存続したと考えられる。

出土遺物からの時期区分 棚底城跡は出土遺物から以下の三期に区分され、そ

れぞれに異なる特徴を持っている。それぞれの画期に応じた棚底城跡とその周辺

の歴史的推移は、表 8・9の年表に個別に示したが、ここでも概観したい。

1期 14世紀末葉から 15世紀中葉

II期 15世紀末葉から 16世紀前葉

m期 16世紀中紫から 16世紀末葉

棚底城 I期の歴史的背景

I期は南北朝の争乱期から始まり、天草の各領主もこの争乱に関与し、北朝と

南朝の間を揺れ動いている。棚底城と関わりの深い上津浦氏だけを見ても、延文

元年 (1356)には北朝方筵莉義討から感状を受け、永和 4年 (1378)の藤崎城での戦
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いでは菊池氏と成れ合い、南朝方へ転

身した。 さらに至徳元年 (1384)今度は

"''』',,'・"
北朝方が催した犬追物に参加してお

り再び北朝方に戻ったと考えられる。

棚底では城跡の西にある大権寺古塔

群に、 天草でここにしか見られない

南北朝時代の、 それも北朝年号を刻

んだ紀年銘石塔が残り、 この頃当地に有

力者がいたこと が推定される。紀年銘石塔は延文 3年 (1358)から永享 12年 (1440)

までの年代幅で 6基残っており、

なりをみせる。

出土遣物から考えられる棚底城 I期の年代と 重

1期の後期、特に 1392年の南北朝合ー後の天草各氏の動きは、文献記録からは

ほとんど判明していない。一方で大権寺石塔の他に地域に残る文化財として、栖
; I '鼻'.. , ,. 

本氏菩提寺利明寺に残る梵鐘 (P32)が製作され、また上律浦氏が菩提寺の妙楽寺に

飼五を奉納しており（人吉市観膚与直）、 15世紀前半の天草上島は仏教の保護が手

厚く行われた時代であった。
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また、棚底城跡や天草氏の居城河内浦城跡で I期のベトナム産陶磁器が出土し

ている。詳細は後述するが、この時代のベトナム産陶磁器は、対罵や壱岐等の島々

で、 前期倭寇との関連があるとされる遺跡で特徴的に出土しており、 天草の城郭

もこのような海を往来した勢力と関係が深かったことが想定される。

棚底城 1I期の歴史的背景 15世紀後半頃からを II期とするが、文献記録が断片

的であることから、各氏の詳細な動向は明らかでなく、文明 15年 (1483)に相良氏

による八代攻略に上津浦氏・栖本氏・志岐氏が協力していることがわかる程度で

ある。 これを契機に、悔に面した八代に進出した相良氏と天草各氏の結びつきが
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強まったと考えられる。一方、それまで天草の盟主であった守詭菊池氏は、一族

の宇王為況や重臣隈部氏らによる相次ぐ叛乱により疲弊し、 天草の領主層と菊池

氏の主従関係は急速に弱まっていく。その菊池氏は明応 10年 (1501)、天草各氏を

味方に引き入れるため、豊福・小野（宇城市）を天草衆に与えようとし、 天草各氏

は志岐領内に集合し、その対応について談合していることが知られる。このよう

に天草の領主たちは国人一揆として連帯し、 一致した行動を求められる場合には

衆謡により解決を図るのが特徴であった。文亀 3年 (1503)には相良氏の八代奪回

の戦いに天草の 8城主が水軍を出して協力しているが、これも天草一揆としての

連帯行動と見られる。

しかし、 16世紀に入ると天草衆同士での対立も顕著となった。天文元年 (1532)
なが L L 

には、上津浦氏が孤立し、天草 ・志岐 ・栖本 ・大矢野に長島氏を加えた連合軍と

の合戦が起きている。この時は相良氏が上津浦氏を後押しし、援軍を天草まで渡

海させている。この時の戦いは、上津浦における合戦であったが、棚底城もこの

際に戦いの舞台になった可能性がある。

この頃までがおおよそ II期で、その終末を除き天草の各領主が、天単一揆とし

て比較的足並が揃っていたと考えられることが大きな特徴といえる。棚底城跡は

出土遮物が I期やm期のものに比べて II期のものが最 も多いことから、 II期に最

大の繁栄を迎えているが、領主同士の結束が固く、生活が安定していたことが大

きな要因と思われる。

棚底城 皿期の 歴 史的背景

m期は、五人衆間の抗争が

激化し、天草下島の天草氏

対志岐氏、天草上島の上津

浦氏対栖本氏という対立図

式がその中心軸となる。後

者の争いの中では、各々の

居城である上津浦城や栖本

城での攻防と並ぶほど、支

城である棚底城を巡る争い

も繰り返され、はじめて文

献史料上で城名が確認され

る。上述のとおり、天文 13

年 (1544) に上津浦親類衆が

離城しており、それ以前まで

東シナ海

図 24 1565年頃の天草五人衆勢力範囲図

の棚底城は上津浦氏の一族衆が在番する拠点城郭であった。その後、栖本氏の所
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有に替わるが上津浦氏が奪還のために度々、棚底周辺へ合戦をしかけ、城は永禄

3年 (1560)に相良氏の斡旋で再び上津浦氏の手に戻ったことが記される。これに

先立つ合戦では、上津浦氏に有馬氏・ 大村氏が助勢し、有馬氏らは二百余艘の軍

船を援軍に差し向け、天草上島の八代海岸各所で暴れまわった。棚底城をめぐる

戦いは、周辺諸国を巻き込む大きな争いとなったといえる。

棚底城の上津浦氏引渡し後も棚底を巡る争いは続き、栖本側が棚底攻めを行っ

ていることが、永禄 9年 (1566)の記録で明らかである。それだけ上津浦氏と栖本

氏にとって棚底城の存在は重要であった。棚底城をめぐる一連の抗争が起きたの

がIII期であり、中世文献が少ない天草の中世史上で重要な位置を占める出来事で

ある。その背景には八代海の制海権の掌握と相良氏との連絡路確保の狙いがある

と思われる。

永禄 10年 (1567)以降も抗争は続いたと考えられるが、天正 7年 (1579)頃には、

天草五人衆は島津氏へ降伏し、棚底城の廃絶もこれに若干遡る可能性が高い。
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凡 例

゜
棚底城跡

゜
中世の文化財

゜
五人衆居城 △ 山岳

゜
中世城跡 口 集落（村）

゜
『八代日記』に残る地名 交通路

※集落・交通路の復元は、永肯文附蔵「天栢O)I祉1」を参照した（宝暦8年 1758)

図25 棚底城跡をめぐる周辺環境図

-50 -



表8 棚底城跡関連年表①

墜髭欝瀾 ；疇響噂響瞬譴饗祝 睾 麟這翫羞 温罰霞 巖^

元徳 元年 1329年 12 月 5 日
上津浦太郎次郎入道、鎮西探題から長島山田野争論の調停を命じられ

島津家文芯
る。→上津浦氏の初出

延文 元年 1356年 9 月 3 日 上津浦左京亮、将軍足利義詮より感状を受ける。 斑島文裕

延文 3 年 1358年 5 月 4 日 棚底城跡の菩提寺大権寺遺跡に残る明俊禅尼塔紀年銘 石塔紀年銘

康安 元 年 1361年 6 月 6 日 大権寺造跡 道宗禅門塔紀年銘 石塔紀年銘

永和 4 年 1378年 3 月 25 日 藤崎城で大屋野、 河連、久玉、須本氏が戦う。→栖本氏初出 吉川文祖

永徳 3 年 1383年 8 月 25 日 大権寺遺跡 蓮恵禅門塔紀年銘 石塔紀年銘

永徳 3 年 1383年 8 月 大権寺造跡 浄薫塔紀年銘 石塔紀年銘

至徳 元年 1384年 9 月 23 日 北朝方の犬追物に長嶋伊豆守、上津浦上総介、志岐又二郎ら参加 志岐文杏

嘉艇 2 年 1388年 大権寺迫跡 宗口塔紀年銘 石塔紀年銘
棚底 I期

応永 26 年 1419年 11 月 9 日 栖本城菩提寺の利命寺に残る梵鏡が河尻荘善勝寺で製作。 梵鐘紀年銘

永享 12 年 1440年 6 月 大権寺迫跡 先批浄禅定尼塔紀年銘 石塔紀年銘

文安 5 年 1448年 3 月
人吉市競音寺境内の鰐口の銘に、上津浦種和が上津浦荘妙楽寺へ奉納 鰐口紀年銘
したものであることが記されている。

文明 8 年 1476年 10 月 1 日 上津浦邦種、相良為続と佐敷で会談。 相良文書

文明 15 年 1483年 12 月 相良為続の八代麓城攻めに志岐氏・ 上津浦氏・栖本氏が援軍。 求麻外史

長享 元年 1487年 2 月 栖本町河内の小ヶ倉観音磨崖仏紀年銘 磨崖仏紀年銘

明応 10 年 1501年 7 月 5 日 菊池武運から天草一揆中へ、豊福 ・小野を宛がう旨。 志岐文書

志岐領蒲牟田で天草一揆中が、菊池武運からの申し出について談合す

JI II 7 月 中旬 る。参集者は志岐氏、 上津浦氏、宮地氏、天草氏、長島氏、大矢野氏 志岐文害

名代合津氏、栖本氏名代鏡氏、久玉氏名代広瀬氏。 棚底1I期

文亀 3 年 1503年 8 月
相良長毎の八代攻めに、天草八城主（志岐、栖本、本土、 上津浦、深 求麻外史
江、富岡、大矢野、長島）軍船をだして援軍．

永正 2 年 1505年 6 月 27 日 天草氏が本砥を志岐氏に、島子を上津浦氏に渡す。 八代日記

天草、志岐、栖本、大矢野、長嶋が連合して、上津浦を攻める。 16

天文 元年 1532年 6 月 13 日 日、八代の相良氏が上津浦治種に援軍を送り、一番衆が出立。 26日ニ 八代 日記

番衆出立。 7月1日両軍は上津浦で戦い、相良六郎左衛門尉討ち死に。

天文 13 年 1544年 2 月 2 日 上津浦氏一族衆が棚底城より 下城する。 八代日記

II II II 4 日 上津浦氏一族衆が上津浦城より下城する。＞上津浦一族問での内紛か？ 八代日記

II II 

＂ 
6 日 上津浦稲教も上津浦城より下城する。 一 八代日記

天文 14 年 1545年 7 月 16 日 大矢野に中国船箔く。 八代日記

天文 17 年 1548年 3 月 24 日
相良睛広、獅子島にて天草殿と会見、 25日に栖本殿より螢25贈られ 八代日記
る。二問戸にて大矢野氏とも会談。

天文 20 年 1551年 7 月 8 日 天草氏、上津浦氏、大矢野氏が栖本城へ攻めかける。 八代日記

II JI II 

＂ 
島原半島の有馬氏から上津浦氏への援軍が海を渡る。大野氏、安徳

八代日記
氏、南条氏らは栖本攻撃の問、上津浦城の留守を務めた。

II II 11 月 17 日 上津浦から神代美作が八代に遣わされる。 八代日記

天草氏、志岐氏、 上津浦氏が連合で大矢野へ攻めかかろうと準備して 棚底m期
天文 23 年 1554年 12 月 11 日 いることを大矢野氏が相良氏へ二問戸太郎左衛門尉をつかわして報告 八代日記

している。

天文 24 年 1555年 6 月 7 日
八代植柳に日州肝月の渡唐の者40数人。渡唐船を大矢野氏に進上す 八代日記
る。

天文 24 年 1555年 8 月 12 日
相良睛広が没し、 相良義陽が継ぐ。天草 ・栖本 ・大矢野・上津浦らが

八代日記
僧30人派遣。

弘治 2 年 1556年 6 月 1 日 上津浦から棚底に攻めかかり｀棚底の内 「藤河椿」を破る。 八代日記

栖本から上津浦との領域境へ攻めよせたところ、 上津浦側も手勢をだ

/I II 

＂ 
29 日 して 「草積」というところで合戦となった。栖本軍18人が討ち取られ 八代日記

た。

II II 
6月～翌年5月頃 この頃、相良氏は栖本を援助。津奈木衆や湯浦衆などを盛んに栖本城

八代日記
まで 番に派遣。
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表9 棚底城跡関連年表②
弘治 2 年 1556年 7 月 4 日 上津浦から栖本攻め。栖本の浦々を破る。 八代日記

/I II 8 月 25 日 上津浦から栖本攻め。栖本馬場を破る。 八代日記

II 

＂ 9 月 14 日
上津浦から攻め寄せ、鷹戸大たう（道）を破る。 6人を討ち取り、生

八代日記
け捕りが20人。

II II 11 月 7 日
上津浦から棚底を攻め「さかたぬき」を破る。 5人討ち取り、生け捕

八代日記
り53人と牛馬30頭。

.I/ 

＂ 12 月 14 日 上津浦から栖本城を攻める。 八代日記

弘治 3 年 1557年 7 月 9 日 上津浦から攻め寄せ、栖本の「トマリ 」 （港）を破る。 八代日記

II II 11 月 18 日
上津浦のうち「麻畠師子口」 に、天草氏栖本氏が伏兵。天草 ・栖本が

八代日記
敗れる。

永禄 元 年 1558年 3 月 16 日 上津浦から棚底城を攻める。 島子から下津浦城を攻める。 八代日記

” II 4 月 2 日 天草氏の軍勢、上津浦城を攻める。天草軍18人討ち取られる。 八代日記

永禄 2 年 1559年 7 月 12 日 上津浦から中西本城を攻める。 八代日記

永禄 3 年 1560年 2 月 26 日 上津浦から棚底城を攻める。栖本軍3人討ち取られる。 八代日記

II II 9 月 23 日 栖本攻めのため、有馬の諸勢が上津浦に200艘余り 培船する。 八代日記

＂ 
II 

＂ 25 日 有馬軍、 二問戸に放火。 八代日記

II 

＂ ＂ 27 日
有馬殿（義貞）、大村殿（純忠）ら栖本に着陣。志岐軍、上津浦軍も

八代日記
同様。

II II 

＂ 28 日
上津浦 ・志岐・肥前勢栖本城攻め。天草で初めて鉄砲が使用される。

松浦家世伝
相良氏、和平を講じて城から下る。

棚底田期

棚底城の件、相良氏が栖本氏から上津浦氏への委該を申し渡す。 20日

＂ 
II 11 月 19 日 有馬諸勢は有馬へ帰陣する。 25日上津浦氏が使僧延命院を八代へ遣わ 八代日記

し、 相良殿のご異見により棚底城を受け取ったとお礼をする。

永禄 4 年 1561年 3 月 II 日
上津浦氏の分領である池浦を、佐敷から夜製する。 1人討ち取り、 2人

八代日記
生け捕り。佐敷の舟は池浦に留め慨かれる。

永禄 7 年 1564年 5 月 18 日
上津浦から朝音寺が使僧になり、天草氏から小島子が返還される旨告

八代日記
げる。

II ／／ 6 月 27 日 天草氏から上津浦氏に小島子と下砥岐（御所浦）が返還される。 八代日記

永禄 8 年 1565年 6 月 28 日 志岐氏、栖本氏、有馬氏、出水島津氏連合で島子城を攻める。 八代日記

＂ 
II 7 月 2 日 志岐氏、栖本氏、有馬氏、出水島津氏連合で本砥（渡）城を攻める。 八代日記

＂ 
II 

＂ 9 日
天草氏大矢野氏上津浦氏三者で志柿城を攻める。栖本軍と上津浦軍合 八代日記
戦し、上津浦方6人討ち死に。

II II 8 月 26 日
相良氏の深水某、東民部左衛門尉が出船。砥岐ノアラ ロ （嵐口）に沼 八代日記
船する。

II 

＂ 
9 月 13 日

上津浦から栖本の河内を攻め、 8人討ち取り、手火矢（鉄砲） 2つ、兵
八代日記

具50ほど奔う。

＂ 
II II 17 日 球磨勢、天草軍志柿へ着陣する。21日八代勢番立。 八代日記

永禄 ， 年 1566年 4 月 6 日 上津浦から栖本を攻め、麦作りを追い払う。 八代日記

II 

＂ 
II 6 日 栖本から棚底へ攻めかけ、変をオウコ130本追い落とす。 八代日記

1567-1578年 この問に廃城か

天正 7 年 1579年 春
天草入道紹白 ・志岐弾正忠入道隣泉 ・上津浦上総介鎮貞・栖本上野 新納忠元勲

介 ・大矢野某の五人衆が、出水へ行き島津家への奉公を哲約。 功記

島津義虎、肥後攻めに際し、出水に志岐 ・上津浦 ・天草を呼び寄せ密

天正 8 年 1580年 に軍諮。多数の船を準備し、蕨島 ・天草島と渡って、三角半島の矢崎 新納家系図

城を攻め落とす。
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②城跡の構造と遺構

棚底城跡は、標高 682mで天草諸島最高峰の倉岳の山稜が南麓の扇状地面へと

潜り込む尾根末端に築かれている。地元では「萬嘉」や「城の鼠」と俗称されて

いて、西端にある標高 90mの I郭を主郭に東側へ尾根伝いに II郭.III郭と階段状
てし、かく

に高度を下げながら合計 8面の郭が連続する梯郭式山城として残る。

昭和 30年代まで曲輪面や南斜面が耕作地として利用されており、開墾の際の

削平や石積みなどの後世の地形改変があるが、城郭遺構は概して良好な状態で保

たれている。

縄張りの構造と遺構 8面の曲輪群は、切岸の高さや地形のくびれによって上

位面から A・B・Cの 3区に大区分できる。

A区は、野首の堀切と三重の横堀群に防御された I郭と、これに付属する帯曲

輪の II郭からなる。下位m郭との間の切岸は比高差が 4mで十分な切岸高をもつ。

当城の弱点となっている倉岳から下りてきた緩傾斜の尾根線を野首部分で幅 g,..__,

15mに推定される大堀切で大きく遮断して城域を確定する。

大堀切の内側には、 I郭に近い順から堀幅が 6,..__,lOmの三重の横堀群がある。上

位の横堀先端は、 I郭の北東斜面までまわり込んでいる。横堀は箱堀状で、防御

と通路を兼用していた可能性がある。土塁は地山削出しではなく平坦面に版築に

よって築かれていて、本来は I郭下の帯曲輪であった II郭部分に横堀を入れたも

のと推定される。さらに横堀群の北東斜面下には、長さ 45mばかりの直線横堀が

あって A区の防御が強く意識されている。

一方、 I郭の北西側は開墾や農道の取り付けなどで大きく地形改変を受けてい

るが、北斜面同様に三重の横堀が囲饒していたことが推定できる。南斜面下方で

は開墾に伴い上半部が埋没した幅 3mの竪掘が遺存している。

曲輪面では岩盤を掘り窪めた多数の柱穴が検出されている。 I郭では梁間 6間

x桁行 5間、ないしは梁間 5間x桁行 6間の掘立柱建物や縁台または舞台といっ

た建築が想定され、 II郭でも 4棟程度の掘立柱建物が復原されている。

B 区は、 m郭とその東側下位のIV郭部分で、 m郭では II郭の切岸直下に埋没堀

切があり、 C区V郭とは比高差 4mの切岸で仕切られる。 rn郭には北斜面に長さ

17m直線横堀、また、 II郭南側斜面に延びた帯曲輪が付属する。 IV区でも多数の

柱穴が検出されているが、建物復原にはいたっていない。

c区は、 IV郭の高さ 4mの切岸下にある V郭からVlII郭部分で、各々 lm前後の段

差をもっ， A区や B区に比べると加工度は低く、各曲輪の面積も小さい o VlII郭中

央のトレンチ調査で、曲輪を東西に分断する幅 2mの堀切の一部が確認されてい

る。 VlII郭先端の発掘調査では、梁間 2間 X桁行 2間の掘立柱建物と 1間四方の掘

立柱建物が確認されている。城の先端にあることから、望楼的な施設が想定でき
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I 郭

造構の概要

【規

【概要】

棚底城跡の最高所で主郭である。標高約 90mにあり、直下のII郭との高低差は約 6mを測る。

曲輪中央～南を発掘調査し、直径20-40cm程度の岩盤掘込柱穴を多数検出した。柱穴は調

査区ほぼ全面で検出され、青磁や青花などの生活遣物が数多く出土したことから、掘立柱建物跡の

柱穴と城主の居館が長期間に何度も建替えられたことがわかった。曲輪の南側は、居館の基礎面より

50cmほど低くなる段落ち面となり、発掘調査によって居館の建物跡柱穴より2回りほど小型の柱穴が

5列、整然と並ぶ。なんらかの特別な建築物であったと見られる。

--,.・ 1:. • s 
. .,,. 勺 . -,  ・_,.,._, 1郭調査区実測図

I郭調査前状況

T !;111 I¥土貿易陶磁

図27 I郭の概要
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造構の概要

【規模】標高 79m-87m

【地表追梢】横堀土塁

【検出追構】横堀

【出土造物】 青磁碗・白磁皿・備前甕・

石製風炉ほか

三重横堀と土塁

発掘調査によって

図28 三重横堀と土塁の概要
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II 郭

遺構の概要

【規 模】全長 42m・全幅2lm・

標高77-82m

【地表造描】平坦面切岸

【検出造構】掘立柱建物 SBOl-04柱穴多数

【出士造物】青磁・青花・褐釉壺ほか

［概要】

中央部がくぼむ平面形状となる曲輪で、 I郭下の

三重横堀と繋がっている。東下のIII郭との高低差は約 4mある。

発掘調査では I郭と同程度の密度で柱穴群が検出され、 SBOl-04まで4棟の掘立柱建物跡プランが

判明している。

II郭建物跡検出状況

z
ー

20m 
I 

図29 II郭の概要

-57 -



III 郭

【規

に盛り上がる形状で残る。

N

i
'
 

↑
 

ー

ー

4
ー

Ill郭調査区実測図 ~I 朋＂＇

図30 m郭の概要
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N 郭

追構の概要

（規 模】全長45m全幅20m

標高70-75m

【地表迎構】平坦面切岸

【検出遣構】柱穴群多数

（出土追物】宵磁 • 青花 ・白磁 ・備前甕ほか多数

【概 要】棚底城跡の中央にあたる曲輪で、多

数の柱穴が検出され、 I・II郭に次いで重要な曲輪

であったと考えられる。建物跡プランは判明していない。 出土造物はII郭を上回るほど多く、ベトナム産

青花碗も出士した。 熱を受けた陶磁器が 18点と多く見られ、 IV郭が焼き討ちにあったことを物語る。

． 迄苓~.::·~___:

w判1発掘濶杏状況 IV.'itll/1¥士ベトナム産青花碗

IV祁調査区尖測図
O
I―
 

ー ， 20111 
I 

図31 N郭の概要
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V・VI・VII郭

遺構の概要

［規 模】全長 V郭 33m・VI郭47m・

VII郭21m標高v郭約 68-70m・
VI郭66-68m・VllI郭63-66m

【地表遺構】平坦面

［検出遺構】柱穴

【出土遺物】青磁碗・白磁皿・火舎他

【概 要】 V・VI・VII郭は東北東へ曲輪が延びる形になる。

各曲輪ごとの段差は切岸ではなく石積によるが、近世開墾の土留めの可能性も高く、城時代から石積が

使用されていたかどうかは不明。 いずれの曲輪も柱穴の配置がまばらで、 出土遺物も少なめである。

VI郭発掘調査状況 vn郭発掘調査状況

2,0m 

図32 V・VI・VIl郭の概要
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V1[ 郭

遺構の概要

【規 模】全長40m全幅 18m標高約 62m

【地表遺構】平坦地切岸

【検出遺構】掘立柱建物SB05・06柱穴堀切

【出土遺物】青花碗 ・青花皿．揺鉢・石臼他

【概 要】尾根筋東端の曲輪で最前線を担う。麓

との高低差は約 20m。全長40mの細長の形状だが、

発掘調査によって幅2m、深さ 0.8mの堀切が検出し、 曲輪が

東西に断ち切られていることが判明した。また堀切はVIII郭周辺をめぐる高さ 30cm程度の石積で埋め殺され

ていることから、 VIII郭の石積は近世以降の造作と考えられる。東側トレンチで小型建物跡SB05・SB06が

検出され、 SB06には炉跡がともなう。

図33 VIII郭の概要
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る。また、 VIII郭基部の北斜面下には、小規模な竪堀が 2条確認されていて、城域

先端までを意識した防御となっている。

発掘調査で登城道の確認はできていないが、尾根末端からVIII郭へ上る現）レート、

または、南斜面に取り付いて V郭,,.__,VII郭付近に上る）レートが想定されている。

縄張りの特徴 以上の 3区の遺構群を曲輪面積や出土遺物の内容、想定される

建築などで比較すると、 B・C区に対して A区は優越した内容となっていて主郭で

あったことを示している。出土遺物からも 16世紀前半までは棚底 II期として I

郭 II郭は居館的な機能を有していたことが指摘されている。しかし、この段階に

は縄張りとしては野首に堀切を置いていた可能性はあるものの、主郭の防御は切

岸主体の縄張りであったと推定できる。

天文 13年 (1544)、「上津浦親類中、棚底下城」とあるように、棚底は永禄 3

年 (1560)の上津浦氏への返還まで栖本氏の領有となった。 II期とされる出土陶磁

器に被熱したものが多いことは、戦国期に一般的にみられた「自焼没落」と呼ば

れる習俗（城郭建物に放火したうえでの下城退出）が上記の棚底下城に際してあ

った可能性も示唆している。

さて、野首に遮断のための大堀切と多重横堀が必要とされたのは、野首付近の

地形が緩斜面という弱点のためだが、執拗ともとれる三重の横堀や斜面下の直線

横堀は、城を死守して城領の当知行を貫徹しようとする強い意志の表れであり、

上津浦氏と栖本氏を基軸とした「棚底抗争」の熾烈さを表象する遺構といえる。

天草の中世城郭を概観すると浦々や山間小盆地に立地する小規模城郭が多く、

これらは主郭周りを切岸のみで防御する事例や野首に 1条の堀切を置く程度の

城郭で、横堀を導入して技巧的で重厚な縄張りとしたものは概して少ない。棚底

城のように横堀を採用している事例としては、棚底城に隣接する宮田城跡（天草

市倉岳町宮田）や名桐城跡（同町浦）、棚底の北隣地の教良木城跡（上天草市松島

町）、内野河内城跡（同町）、それに上津浦城をあげうる程度である。上津浦城を

除けば城主不詳であるが、これらは天草上島に限定され、上津浦氏の領域か、そ

の可能性が強い地域にある。

天草周辺諸国での山城への横堀の導入は、相良氏の領域において顕著であり、

その始原は島津氏との対決が決定的となる永禄年間にある。『八代日記』によれ

ば、永禄 3年の相良氏の「御異見」によって棚底城は栖本氏から上津浦氏へと返

還され、永禄 5年以降になると上津浦氏と相良氏の親密な外交関係が維持される

ようにな、り、永禄 8年 7月には相良氏の主導で上津浦・天草・大矢野の同盟が成

立して島津・栖本・志岐・有馬の軍事同盟と対抗するようになり、相良方の八代

衆や球磨衆が栖本に対して直接軍事行動をとるようになった。

棚底城の多重の横堀群は、上津浦氏が棚底城領の当知行を目的に相良氏主導の
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軍事的支援として純軍事拠点へと改修する過程で採用された新規の普請技術で

あったとみられる。

城内の石積 棚底集落の防風石垣を形成する石材は、尾根上の棚底城跡にも運

びこまれ、曲輪の周囲や南側段斜面に石積として積まれている。この石積は史跡

の範囲内で約 180箇所が確認され、随所にその姿を確認することができる。

近年、中世城跡から野面積みの石積が発見されるケースが増え、棚底城跡の石積

も城跡の遺構としての石積の可能性もなお残しているが、 I郭の南下中腹で、重

要な防御装置である竪堀を埋めている石積やVIII郭で検出された堀切の両端を埋

めている石積など、城跡の防御のための遺構を無効化している石積が見られるこ

とや重要な切岸部分には石積が積まれていない場合が多いことから、近世以降の

開墾に伴う石積が多いと考えられる。

石積の評価は、今後、詳細な検討を実施する必要がある。

竪堀を埋めている石積
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③出土遺物から見る城跡の画期と特徴

棚底城跡の発掘調査によって出土した遺物類は土器・陶磁器類を中心に約

2000点を数える。特に主に中国からもたらされた輸入陶磁器類の出土量は県下

でも抜群に豊富であり、熊本県下の中世城跡の中でもかなり貴重な事例である。

出土遺物全体に占める輸入陶磁器の比率が過半数を超え 56%にもなる。①に示

したとおり、出土遺物は I~III 期の画期に分けられ、棚底城の時期毎の特徴を

示している。

棚底城 I期の特徴 I期は棚底城が築城されて間もない時期。 I期の遺物量は

出土遺物全体に占める割合としてはやや少なめであるが、一定量の青磁や白磁が

出土しており、城郭が利用されたことを物語る。

I期の出土遺物の中では、 W郭から出土したベトナム産青花碗が注目される。

この時期のベトナム産陶磁器は、博多遺跡や大宰府などの日本を代表する交易都

市か、壱岐市硯紺赫ゃ鉗焉市菜馘盪憾などの前期倭寇と関連する遺跡など、海外

ヘ開けた性格の遺跡から特徴的に出土する。 1点のみの出土のため、直接的な交

易の証明にはつながらないが、海に囲まれた離島である天草諸島の地理的環境か

ら、倭寇が介入した密貿易などによってもたらされた可能性も想定される。

棚底城 n期の特徴 II期は棚底城が日常の生活空間として最も繁栄した時期

である。それまでの資畜真の主流である侑『猿輻墓髯磁．福建省系白磁に加え、

この時期から憐穏鹸蓋系の屑壼・白磁が多く見られるようになる。出土遺物全体

から見て、 II期に使用された遺物の出土量が最も多く、豊かな暮らしが行われて

いたことがわかる。

概ね、中世の城跡は合戦の際の臨時的な利用が多いため、広大な城域を持つ城

やたくさんの防御遺構が残る堅固な城でも、陶磁器ほか生活遺物がさほど出土し

ない場合がしばしば見られる。棚底城の場合はむしろ逆で、城の上で日常的に生

活していたことが特徴であった。海を隔てて直接、中国との交渉が可能な天草で

は、当時の流行りである麗協を入手しやすく、発掘によって出土した陶磁器は、

国内産のものより輸入陶磁器がむしろ多いほどである。碗．皿のような日常の食

器だけでなく、茶の湯道具も中国のものを手に入れて使っていた。癸眉薩．纂閃

ふ賃．纂麗などで、習暴‘嵐茄．纂目とあわせて一通りの茶の湯道具類が出土して

いることは珍しい。棚底城主の経済力はヒ°ークに達し、 I郭にあった城主の住ま

いも、より豪華に、より大きくなったと推測される。ただし、危憎ゃ；忙五など蔵濾

騎‘と呼ばれる高級な陶磁器類はほとんど出土せず、居館の扉薮麗りに対するこだ

わりはさほどなかったようである。
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棚底城皿期の特徴 棚底城が戦いの舞台となる III期は、 II期に比べて随分と遺

物量が減少してくる。命箇竺診‘の崖など交易に関するものも若干見られるが、遺

物量の少なさはそれまでの「生活の拠点」から「戦いのための砦」へと性格が変
ばん

わったためと考えられる。天文 13年 (1544)に上津浦親類中が城を離れた後は、番

涵となり生活様相が一変したようである。一方で、城郭としての重要性は増し、

三重横堀など天草ではあまり見られない防御施設は、この時期に相良氏の技術が

導入され作られたものと考えられる。

天草五人衆は天正 7年 (1579)に島津氏に降伏しているが、出土遺物からも 16

世紀末頃の遺物がほとんど見られないため、この頃に廃城になったと考えられる。
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第4章史跡の保存管理

(1) 史跡棚底城跡の評価

(2) 保存管理上の課題と基本方針

(3) 史跡を構成する諸要素の整理

①史跡の本質的価値を構成する諸要素

②史跡の本質的価1直を構成する諸要素
以外の要素で、史跡の保護 ・活用に
有効な要素

③史跡の本質的価値を構成する諸要素
以外の要素で、史跡の保護 ・活用に
有効でない要素

(4) 保存管理の地区区分と方法

①地区区分の設定

②地区ごとの保存管理方法

(5) 現状変更の取り扱い

①現状変更に対する制限について

②基本的な者え方

③現状変更の取り扱い基準



第 4章 史跡の保存管理

(1)史跡棚底城跡の評価

■天草五人衆の上津浦氏及び栖本氏の抗争地となり、中世天草地域の政治
史上大きな役割を果たした代表的城郭。

■小型で単純な構造の城郭が多い天草地域の中では長大な連郭式城域で、
例外的に技巧的な縄張りをもつ。特に 1郭周囲を防御するための三重横

堀は、相良氏からの技術供与が想定され、城郭技術の伝わり方を考える

上で興味深い遺跡である。

r ヽ
■ I ,...., VllI郭全郭で建物跡の柱穴を検出。特に 1郭は多数の柱穴が見つかり、
居館のような日常生活空間の役割を担った建物が幾度も建替えられたこ

とが判明している。、 ノ
r ヽ
■輸入陶磁器類の出土が多く、遺物全体の過半数に及ぶ。ベトナム産青花碗
など国内にあまり流通しないものも見られ、大陸と近接する九州西岸の城

郭としての特徴をよくあらわしている。
ヽ ノ

r 、
■柱穴の多さや出土陶磁器の状況、城内で日常生活を行っており、さらに中

ヽ~

国産天目碗・茶入・石製風炉等の喫茶道具の出土から、列島周縁の城郭に

伝わった生活文化を理解することができる。

■廃城後に大きな開発を受けることがなく残ってきたために、よく城郭地形
を残し、保存状態が良好である。

~ 

(2)保存管理上の課題と基本方針

史跡の保存は現状を維持するための適切な管理を行い、同時に、史跡が持つ

価値を広く国民に周知するために有効な整備活用を目指すものである。

保存管理上の課題 史跡棚底城跡は、指定面積約 42,000 rri汀こ及び、そのほ

とんどの区域が民有地であるため、適切な保存管理を図るために公有化を推進

する必要がある。

史跡地内は、現在、主要曲輪群は耕作放棄地、それ以外の大部分は山林と

なっており、住民の生活と密接に関係する土地利用はあまり行われていない

状況である。一部、 VI郭の南側斜面部、民家の背後で畑作がいとなまれてい
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る程度である。このため、城跡の保存状況は概ね良好といえる。

しかし、その一方、昭和 40年代頃まで行われていた曲輪や西側斜面の畑作

が近年行われなくなり、地域の里山としての機能を急速に失って、間伐等の

管理が行き届かなくなった。このため、樹木が乱雑に生い茂り、城郭の地形

が認識しにくくなるという問題が発生している。また、台風時の強風による
ふ う ト う"く

根ごとの風倒木等がもたらす遺構の損壊等の危険性も増大している。同時に、

第 3章 (6)で述べたとおり、城跡が立地する山稜が急傾斜の軟質砂岩から成り

立っていることから、集中豪雨の際に、表層崩壊が発生しやすい環境にもあ

ることが指摘される。

保存管理の基本方針 このような棚底城跡を取巻く状況を踏まえ、城郭遺

構を将来にわたって適切に保存することが望まれる。そのために必要な保存

管理の基本方針を以下の通り定める。

口地表画に残る土鑑等の嫁罪迎網及ひ湛訊笏跡の注穴等の地下遮箇を保全し 、

史節の本貴的価値を維持し、将来にわた って適湖に緯持 。保存を図 る。

棚底城は地表面上に確認できる曲輪、切岸、堀切、竪堀、横堀、土塁等の

城郭遺構が良好に残存しており、またこれまでに実施された発掘調査によっ

て掘立柱建物跡の柱穴等の地下遺構も城跡全域にわたって残っていること

が確認された。これら、史跡棚底城跡の価値を構成する要素として欠かせな

い貴重な遺横がき損することのないように、適切に保存し後世に伝えるもの

とする。さらにその保存については、各遺構の特性を踏まえて、歴史性を的

確に表現する保存方法を採用し、 積極的な整備活用を図っていくものとする。

特に地表面上に残る土塁や堀、切岸等の遺構については、本来の姿を視覚

的に理解することが可能な要素であるため、遺構周辺の樹木伐採、雑草除去

等の日常的な維持管理作業を徹底し、その形質を常時見学できるように保つ

ことを目標とする。

口史跡指定地の公有化を推進する。

史跡範囲内は 98%が民有地で占められている。今後、史跡棚底城跡の保存

と管理を本計画に沿って確実に行なうため、また、適切な公開・活用を目的

とした整備等を行うために史跡範囲内民有地の公有化を推進する。公有化に

あたっては、土地利用の状況、 遺構の重要度、整備の優先順位等を踏まえな

がら、計画的に進める必要がある。
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口史跡と自然親塊の罰利の願れた保全及び防災酉について考記し た史蹄保

存を行う。

棚底城跡は史跡内に山林が多く豊かな自然が保持され、緑あふれる良好な

史跡環境を形成している。この史跡と自然が織りなすたたずまいが城跡の魅

カの一つでもあり、この自然を保持することが史跡を活かす重要な要素にな

るものと考えられる。

一方で、先述のように、山林の間伐等の滴切な管理なくしては、史跡を理

解する上で不可欠な遺構の見学阻害や損壊が懸念される。また、高木林は主

郭から海への眺望をさえぎることもある。棚底城は島の城郭として、海上交

通の要所に立地し、海と密接に結びついた城であることが、その歴史的価値

の一つであることから、それを実感するには、城跡から海への眺望が開ける

ことが不可欠である。このようなことから、適切な伐採等によって史跡の姿

と自然環境との調和を図りつつ、史跡の保存管理を進めていくことが大切で

ある。

また、城跡の麓には、数軒の住居が建っている。各住居背面は急傾斜であ

り、土砂災害等によって住民の生命や財産に危害の及ぶことが考えられる。

したがって、史跡の保存と管理に当たっては、防災についても十分に配慮す

るものとする。

口地域住民と行政の綿餞による史蹄の保存管廻を行い、地域の詩りとなる

史跡を目指す。

史跡棚底城跡を恒久的に保存するためには地域住民と行政との協働体制

が不可欠である。現在、地元住民によって構成されるまちづくり組織「舗辰
ち くしんーうかい

地区振興会」に除草作業を委託しており、その作業の中で、城跡を少しづつ

地域のシンボルとして大切にする意識が高まっている。この意識をさらに広

めるために、地域住民が史跡の保護を担う一員として、積極的且つ継続的に

関わっていくための市民参加型の運営組織を構築し、史跡の保存管理に当た

ることが有効と考えられる。

口濶底嫁節の組綿的な詞査により、史蹄の全容を正霞に把握することを目

指し、その賊昂に羞づいて適湖な偲存管坦汲ひ史謡這仰を國る。

棚底城跡は主要な曲輪を中心として、既往の調査成果によって、重要な歴

史的意義を持つ城郭であることが判明したが、城郭の縁辺部などでは、未だ

不明な点があり、城跡全体像の解明へ向けて、なお課題を多く抱えている。

史跡全域の適切な保存管理には、その全容を把握することが必要不可欠であ

るため、今後も継続的な調査を実施し、その解明を目指す。史跡の保存・整
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備、とりわけ、今後積極的に進めていく史跡活用のための整備については、

調森によって得られた知見や成果に基づいて行う。

口 棚底姫脇同餡 「天草五人衆」が闘与した詣島内の中営椀蔀の糊査研究逢

進め、将来的に乗件が蓋 っ た糊那を 追加指定 し史競i ~器戒の拡充全国り 、

史随価値の向上と広鍛的な史館保存を 目指す。 ． 

棚底城跡は、元来は天草五人衆のうち上津浦氏の拠点支城であり、また栖

本氏との争奪対象となった城郭である。このため、単体で史跡として完結す

るものではなく、上津浦城や栖本城などの五人衆の居城とともに、 天草諸島

において天草五人衆が形成した中世城郭の相互配置において重要な意味を

持つ城郭と位置づけられる。

史跡棚底城跡の本質的価値をより明らかにするために、関遮する天草五人

衆の他の城郭についても、その特性を踏まえた調査研究を行い、個々の価値

を明確にした上で、適切な保存措置を講じ、条件が整ったものから追加指定

を図る。これらの追加指定によって史跡構成の拡充を狙い、 天草諸島におけ

る重要中世迎跡の一体的な保護が見込まれ、中世天草の歴史を総合的に理解

する上で恰好の素材となると考えられる。

(3)史跡を構成する諸要素の整理

保存管理計画の策定にあたっては、史跡の本質的価値とその構成要素を明確に

することが必要である。史跡を構成する要素は、本質的価値を構成するものとそ

れ以外の要素に分けられ、さらにそれ以外の要素は史跡の保護や活用に有効なも

のと有効でないものに区分される。

棚底城跡の場合は、曲輪、切岸、土塁、横堀、竪堀、堀切、道など、地表上で

視覚的に認識できる構成要素に加え、建物跡の痕跡である柱穴や埋没している堀

切など地下に埋蔵される遺構も本質的価値を有する重要な構成要素である。

史跡棚底城跡

本質的な価値を
構成する諸要素

・曲輪

• 堀等防御施設

・城跡を形成する地形

など

本質的な価値を構成する
諸要素以外の諸要素

保設活用に
有効な要素

・案内板

• 石栢
・樹林等自然環境

など '

、保護活用に
有効でない要素

・コンクリート擁壁

・史跡価値を損なう

樹林等自然環境

など

図 34 史跡棚底城跡を構成する諸要素の区分図

-69 -



本質的価値を構成しない要素には、史跡見学のための案内板、土砂崩れ防止の

ための擁壁などをはじめ、多種多様な要素が含まれる。一応の区分として、史跡

の保存活用の面で有効か否かが、保存管理を行う上での取り扱い上の目安となる

が、両面を併せ持つ要素も数多くあるため、一様の取り扱いができない。このた

め、各要素毎の現状を詳細に検討した上で、個別に保存管理上の取り扱い方針を

示す。

①史跡の本質的価値を構成する諸要素

主要曲輪群 城跡の本質的価値の中心を成す曲輪群。発掘調査によって柱

穴等の遺構と陶磁器等の遺物が出土している。

地上に現れている要素：平坦面・切岸・道

地下に埋没する要素 ：柱穴群・堀切

竪堀・ 横堀・土塁等の防御施設 城跡を防御する遺構で、城の構造を理解

する上で重要な存在。 I郭周囲北側を囲む三重横堀と土塁は、 I郭の中心性

を示し、棚底城跡を特徴付ける遺構である。三重横堀の最上段の堀部は、帯

曲輪に埋没しており、発掘調査により検出された。

地上に現れている要素：竪堀・横堀・土塁

地下に埋没する要素 ：横堀

城跡地を形成する自然地形 城跡地を支える山稜部の自然地形。遺構は確

認されていないが自然との融合が前提となる中世山城では、本質的価値を構

成する要素といえる。特に北側では急勾配の斜面が全域にわたって発達して

おり、そのまま城郭の防御を担ったものと考えられる。現況は山林となって

いる。

地上に現れている要素：自然地形による斜面

地下に埋没する要素

②史跡の本質的価値を構成する諸要素以外の要素で、史跡の保護・活用に有効な要

素

既設の案内板 史跡内 5ヶ所に設けられた史跡棚底城跡の案内板。史跡見

学者へ史跡の情報源として設置している。遺構保護のために、基礎を掘らず

地面に直接設置する可動タイプを採用している。

石 積 史跡内各地に残る石積。麓の集落で出土する石材を積み上げて形

成したものである。史跡範囲内に約 180箇所確認されている。 I郭南斜面の
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竪堀を埋める石積やVIII郭の堀切を埋める石積、 I郭西の横堀削平後に形成さ

れた畑地の石積などをはじめ、ほとんどが近世の開墾に伴うものと考えられ

るが、城跡の防御遺構であった可能性も完全には否定できず、今後の綿密な

調査が必要である。高さ 2m以下の曲輪法面は、そのほとんどが石積で形成

されており、曲輪端部と法面の土留めとして、崩落防止に役立っている。石

積はコンクリート等の崩落防止策に比べ、城跡の中世的な景観と調和する点

で利点があり、保護上有効な要素である。

樹林などの自然環境 史跡棚底城跡は、自然地形を利用して築かれた中世

城郭であり、現在も曲輪等を除き、面積のほとんどは樹林に覆われている。

樹林などの自然環境は、眺望の阻害要因や史跡内散策の通行障害になる側面

を持つ一方、雨水の吸い上げ効果による雨水崩落の防止や見学者へ憩いを与

える存在として、史跡の保護・活用上に有効な面もあわせ持つ。このため、

間伐等による適切な管理が必要な要素である。

③史跡の本質的価値を構成する諸要素以外の要素で、史跡の保護・活用に有効でな

い要素

作業小屋 史跡西部に残る作業小屋。史跡西南部麓にある民家に伴うもの

ながら、現在は利用されておらず廃屋となっている。将来的に撤去されるこ

とが望ましい。

祠 史跡西部にある石仏を祀る祠。作業小屋同様、西南部に所在する民家

の裏手にあり、近隣住民の信仰の対象となっている。信仰上、現状のまま、

維持する必要がある。

コンクリート製擁壁 史跡地内の東部に 2ヶ所、西部末端に 2ヶ所、計 4

ヶ所にコンクリートによる擁壁が作られている。それぞれが現代の構造物で

あり、城跡の景観上は相応しくない面もあるが、史跡東北側斜面の麓に設置

された擁壁は、塀状の土留め壁で、流下した土砂が道路に流出するのを防ぐ

役割を果たしている。また、他 3ヶ所も法面の表面崩壊を防ぐ目的で、地山

を被覆するように作られ、防災上有効な施設といえる。このため、当面は現

状のまま、残しておくことが必要である。

将来的には、史跡の往時景観と調和する外観且つ防災上十分な代替能力を

有する施設に変更することが望まれる。
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コンクリート製水路 史跡西端の作業道路沿いに設置されたコンクリー

ト製水路。史跡範囲西部に隣接する迫地に過去、 民家があり、 その生活用に

作られたものと考えられ、現在は積極的に利用はされていない。 しかし、 現

在も雨水の排水に一定の役割を果たしているものと想定され、

ず残しておくべき工作物である。

当面は排除せ

コンクリート製擁壁同様、

ることが望ましい。

将来的に城跡景観に相応しい代替施設に変更す

アスファルト舗装

されている箇所は、

登城口の麓から 5m程度分のみ施行されている。舗装

本来の登城道であるかどうか判明しておらず、 今後の調

査により正確な登城口が発見された場合には、変更することが必要である。

現状は粗めの砂利を含むアスファルトであるため、 雨天時に滑りやすくなっ

ている登城道の滑り止めとして一定の効果を発揮している。

史跡の価値を損ねる自然環境

構を覆いその外容を見えにくくしているもの、城跡の立地状況の理解に必要

史跡内の樹木・樹林でも、地表面に残る遺

な八代海への眺望を阻害しているもの、散策ルート付近に繁茂し史跡散策時

の通行等を妨げるもの、本質的に城が機能していた時代には存在しなかった

もの（マダケ・モウソウチクほか）などは、 保護活用の上で有効でない特性を

有する要素と言える。保水性による崩落防止などの保存管理上の有効な点に

も注意を払った上で、 除伐・間伐や薬剤による枯らし等の処置により個体数

の減少を進め、適正な植生に誘導していくべきである。

(4)保存管理の地区区分と方法

①地区区分の設定

史跡を構成する諸要素の在り方、保存管理の基本方針などを考え合わせ、地

区区分を行い地区毎の保存管理の方針を設定する。

とする。

地区区分は表 10のとおり

表 10

地区名

保存管理のための地区区分一覧表

地区の性格 ・

区1
,
 

棚底城跡における中世の城郭遺構が良好な状態で残っていることが確認さ

れている地区。城跡そのものが立地する丘陵地形など城郭を構成している全

ての要素を含む。価値を損なわないよう適切な保存管理を図り、かつ積極的

な整備活用を圏る地区として位置づける。
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2区 棚底城跡の範囲外で、現在まで明確な造構も認められていないが、城郭の周

辺域として史跡指定の範囲内として指定されている地区。ほぼ全域が山林、

耕作放棄地で占められている。

史跡周辺環境 史跡指定区の範囲外で、周辺地域。城郭は集落や農業地など周辺環境と一体

地域 として機能したと考えられるため、史跡周辺環境の保全に努めることも重要

である 。

②地区ごとの保存管理方法

地区ごとの保存管理方法は表 11のとおり定める。

表 11 地区ごとの保存管理方法一覧表

2区

とし、現状保存に必要な整備は積極的に実施する。また、来訪者の見学に

対して、中世城郭の様子が良 く分かる保存整備を行ってい く。

．雨水浸透や樹根繁茂など自然環境が及ぼす影態 に対しても対策を実施す

る。

・修復や復元整備事業の実施にあたっては必ず発掘調査・地質調査を実施し、

その成果に基づいて適切な措置を図る。

・史跡の保存と有効な活用を医るために、積極的に整備を行う・地区であり、

それ以外の現状変更については極力抑制してい く。

・樹林部は現在間伐が行われておらず、山林管理ができていない。倒木、土

壌浸食などの災害への保存対策として有効なものは地元住民の協力を得

ながら、倒木の除去、樹木の伐採等を行い環境の改善に努 めていく。

・ほぼ全域が山林地であり 、明確な城郭遺構は認められない。史跡中枢部を

保護する緩衝地帯として、現状を維持しながら森林の景観保全と修景を図

っていく。

・荒れている山林については地元住民の協力を得ながら、倒木の除去、樹木

の伐採等を行い環境の改善に努めていく。

・荒れている山道については通れるように復旧し、城跡周辺の散策道として

利用できるようにしていく。

・現状を変更する行為が生じた場合は、事前に発掘調査等を実施し、その結

果に基づき取り扱いを決める。

史跡周辺環境 ・棚底地区は防風石垣を主軸とした重要文化的景観の候補であり、現在、選

地域 定を目指して活動を行っている。今後の選定へ向けた取り組みの中で、棚

底城跡と防風石垣などの周辺の環境が一体となった景親の保全を図るた

めの対策を実施する。
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・城跡周辺は、試掘調査等を実施し、中枇の迫構造物が確認された場合は、

周知の埋蔵文化財包蔵地としての地区設定を進め、朋発行為からの保護を

凶る。

(5)現状変更の取り扱い

①現状変更に対する制限について

文化財保護法第 125章第 1項は、

「史跡名勝天然記念物に関しその現状を変更し、又はその保存に影響を及ぼす

行為をしようとするときは、文化庁長官の許可を受けなければならない。ただ

し、現状変更については維持の措置又は非常災害のために必要な応急措置を執

る場合、保存に影響を及ぼす行為については影薔の軽微である場合は、この限

りでない。」

と定めており、史跡内での現状変更行為について制限を設け、原則として文化

庁長官の許可を必要としている。

現状変更許可を必要としない場合は、同項後半に記され、また、現状変更行

為であっても、一部の軽微な現状変更行為は事務の簡素化のために、県教育委

員会あるいは市教育委員会に処理権限が委ねられている。

これらの許可基準については、表 12のとおりである。

いずれの場合であっても、行為内容に応じて、関係法令• 関係機関との調整・

協議が欠かせない。手続きを円滑に進めるためには、計画段階での事前協議が

重要である。

ヽ
、
、
↑

図 37 史跡棚底城跡保存管理地区区分図
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②基本的な考え方

棚底城跡の史跡指定地内においては、現に市民が生活している住居等はなく、

営農等の生業活動も、城跡南東部の斜面での畑作を除き、ほとんど行われてい

ない。将来的に起こりうる現状変更は、行政が実施することとなる史跡保存整

備事業及び遺跡の正確な把握に資する発掘調査、周辺の防災事業などが想定さ

れる。

このような今後、発生すると予想される現状変更行為について、現状の良好

な史跡保存環境を維持し、貴重な史跡の価値を次世代に継承するためには、そ

の取り扱いについて、明確な取り扱い基準を示しておく必要がある。

(4)に示した地区区分ごとの特質と、予期される現状変更行為の種別ごとに、基

準を設け運用する。

文化庁長官 現状を変更する行為（文 I• 土地の形状変更を伴う行為全般

化財保護法施行令第 5条 I・エ作物の建築や除去（設置後 50年以上）

第4項の規定に基づく現 I・建築物の増築・改築・除去等

状変更を除く）

天草市教育委 I文化財保護法施行令 I・小規模建築物で、 3ヶ月以内の権限を限って設置されるもの

員会（権限委 第 5条第 4項の規定に の増築、改修、除去 (2階以下の建物で地下を有しない木造又

は鉄骨作りで、増改築後の建築面積が 120rrf以下のもの）譲） 基づく現状変更行為

申請不要 維持の措置

・エ作物（建築物を除く）の設置、改修、除去（改修・除去は設

置後 50年未満のもののみ）

・道路の舗装、修繕（土地の掘削、盛土、切土、その他土地の

形状の変更を伴わないもの）

・埋設されている電線、ガス管、水道管の改修

・木竹の伐採

・指定物件の管理に必要な施設の設箇、改修または除去

史跡がき損、衰亡している場合において

(1) その価値に影審を及ぼすことなく当該史跡を指定等の原

状に復する時

(2) その拡大を防止するための応急措置

(3)復旧が明らかに不可能な場合は、当該部分の除去

非常災害のために必 1災害が発生した場合、またはその発生が明らかに予測される場

要な応急措置を執る I合に執られる応急措置

場合

保存への影響が軽微 I植栽の維持管理

である場合 ，
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表13

・．・ 開．． 

ゼ発

”行．．
'• 

."為. , 

簡
易
な
工
作
物

• 新たな植林、植樹は認めない。

．伐採は、地下遺構に影響を及ぼさないこと

を確認した上で認める。

・,._,, "ci"・ 
ダ伐ュ戌9
.. 松．．．

L、'';-,,,. .• ・, 

・現状保存を原則とする。

¥ 

!,-'  
2区

• 新たな植林、植樹及び伐採は、地下造構に

影響を及ぼさず、景観保護に配慮したもの

であることを確認した上で認める

・現状保存を原則とする。

・家屋等の新築は認めない。

・現状保存を原則とする。

・家屋等の新築は認めない。

・現状保存を原則とする。

・史跡見学者の安全確保のための柵 ・階段等、

また解説板などの史跡見学者の利便に供す

る施設及び管理上必要な施設は、天草市文化

課と協議の上、保存に配慮したもののみ認め

る。

・現状保存を原則とする。

・史跡見学者の安全確保のための柵 ・階段等、

また解説板などの史跡見学者の利便に供す

る施設及び管理上必要な施設は、天草市文

化課と協議の上、保存に配慮したもののみ

認める。

．既存工作物の改修、撤去は遺構に影態を与

えず、景観に配慮したものとする。

防
災
施
設

・災害防止のための施設の新設 ・改修は天草

市文化課と協議の上、保存に配慮したもの

のみ認める。

・災害防止のための施設の新設 ・改修は天草

市文化課と協誂の上、保存に配慮したもの

のみ認める。

地
形
改
変

・地形改変は原則として認めない。 ・地形改変は原則として認めない。

・やむを得ない事象が生じた場合は、事前確

認した上で判断する。

調
査
＇・
整
備

・造構の確認調査、発掘調査、保存整備に関

する調査については、天草市文化課と協識

の上、必要と判断される場合は認める。

・史跡整備上必要となる植樹・伐採行為や建

築物、工作物の新築については、策定予定

の史跡整備計画に明記されたものを認める

（史跡見学者の安全確保上に必要な工作物

はこの限りでない）。

・遺構の確認調査、発掘調査、保存整備に関

する調査については、天草市文化課と協識

の上、必要と判断される場合は認める。

・史跡整備上必要となる植樹・伐採行為や建

築物、 工作物の新築については、策定予定

の史跡整備計画に明記されたものを認める

（史跡見学者の安全確保上に必要な工作物

はこの限りでない）。
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第5章史跡の整備活用方針

(1) 現状と課題

(2) 整備活用の基本方針



第 5章 史跡の整備活用方針
(1)現状と課題

棚底城跡整備の現状は、史跡案内板の設置及び棚底地区振興会による定期的な

除草作業程度に留まっている。平成 21年度の国史跡指定後、城跡の見学者が散

見されるようになったが、自然地形を利用して築城された棚底城跡は、城郭が機

能していた往時の歴史的イメージがつかみづらい点が、指摘されている。

また、曲輪の雨水浸透を防止するために、防災上の観点から、現在城内各所に

設置しているブルーシートは、遺構の保護には効果が大きいものの「城跡本来が

持つ景観を阻害する」との意見も多く寄せられており、暫定の保存措置であるこ

とからも本保存計画の方針に基づいた迅速な保存措置が大きな課題である。早期

に保存整備計画の立案と実施が求められる。

将来、棚底城跡が幅広く見学者の歴史学習に役立ち、地域住民による積極的な

活用を促進するためにも、適切な城跡の整備が求められる。

出土遺物は天草市立倉岳歴史民俗資料館に展示しているが、城跡から約 1kmほ

ど離れた沿岸に立地しており城跡とはやや離れた場所にある。家屋を取り囲む防

風石垣群が現在も数多く残る棚底集落の市街地は、道路幅員が狭い上に、道に迷

いやすく自動車での通行が容易でない。このため、史跡棚底城跡の史跡価値にお

いて、重要な要素といえる出土遺物を展示している資料館へは、アクセスに大き

な課題を抱えている。また、資料館に、担当職員がいないことも、情報発信等に

おいて問題がある。このような観点から史跡からほど近い場所に、棚底城跡の情

報を発信できる施設が求められている。

(2)整備活用の基本方針

棚底城跡の整備活用にあたっては、史跡の本質的価値を維持するという保存管

理の理念の通り、史跡の持つ本質的価値を正確に伝えることを主眼においた整備

を図っていく。史跡そのものの歴史的価値や史跡内における遺構の残存状態など

をわかりやすく伝えることが何よりも重要である。

さらにこの考えを進め、菩提寺と想定される大権寺遺跡や棚底集落に残る防風

石垣群による文化的景観など史跡の周囲を取り巻く地域全体の環境を活かした

総合的な視点から整備方法を検討し、史跡棚底城跡及び史跡周辺に良好に展開す

る各種文化財の持つ価値を一体的に引き出し、もっとも効果的な活用ができるよ

うな方法を採用しなければならない。

整備の実施にあたっては、今後、史跡棚底城跡整備検討委員会（仮称）などの専

門的な検討機関を設置し、詳細な整備計画を策定した上で進めていくが、本計画

では、以下のとおり基本的な考え方を示し、将来策定する整備計画の指標とする。
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□ 中怪親脇の遮緞が視徴的に坦筏できるような保存遷仰に努める。
上塁や横堀など地表面の凹凸から確認できる遺構は、樹木伐採や除草などの保

存管理作業を継続的に行うことが中世城跡の整備として有効な手法である。保存

管理作業の継続的な実施に努め、年間を通じて、城跡の遺構が見学しやすい環境

を維持する。将来にわたっては、地被植物による遺構被援等の照備により、維持

管理作業を行いやすくする工夫等の検討を進める。

また、見学者が、実際に城が機能していた時代の雰囲気を体感できる空間の形

成を目指すこととし、史跡の全体的な印象を決定付けやすい植生について、往時

の環境に近づけつつ、防災面とのバランスが取れた最善の植生となるよう棟極的

にコントロールを行う。

柱穴や堀切など地下に埋没しており、現在、視覚的に確認できない遺構につい

ては、擬木などの遺構明示を行うことで表現を行う。なお、地下遺構の明示に際

しては、建造物の復元が有効な手法であり、今後行われる発掘調査等によって良

好な基礎資料が得られた場合等に、将来的にその可能性を検討する。

口史邸を恒久的に保存し価値を挫敢するために、自然災害によるき観を防ぐ逍窟に

努める 。

第 3章 (6)の地形地質の項で述べたとおり、棚底城跡の主要な曲輪は、表層か

ら岩盤までの厚みが薄いため、雨水が浸透せず表流水として、法面へ流出し法面

崩壊を誘因しやすい。集水排水設備の導入、盛り土・土のう積み、石積の強化な

ど遺構の崩壊を未然に防止するための整備手法を検討し、緊急性の高い箇所から

段階的に実施する。なお、整備手法の検酎に当たっては、遺構の視覚的理解のさ

またげにならない手法、城跡が有する景観を阻害しない手法を優先する。

口多くの来訪者を受け入れ、安全で淡遮に史諒鋸訪が行えるよう脇施設の盪倍を推

進する。
ふ ・rtゃ

城跡周辺の整備環境は、駐車場が 3~4台分と狭く、 トイレや四阿等の便益施

設も未整備であり、史跡の見学に適しているとは言えないのが現状である。来訪

の拠点となる駐車場は、公共交通機関での来訪がかなり困難なことから、より広

大な面積の土地に整備しキャパシティを増やす必要がある。また、各種便益施設

も、史跡を快適に見学するためには欠かせないものであり、駐車場の立地ととも

に、史跡近辺に計画的に配置する必要がある。ただし、これらの照備推進に際し

ては、史跡や周辺の文化財及び景競に十分に配慮して計画を定める必要がある。

また、史跡範囲内も見学散策路等の整備が進んでおらず、安全な見学のために

は、必要な箇所の散策路や手すり、誘導サインなどの整備が求められる。特に城

跡東端の登城道などは岩盤が露呈 し、降雨後に著しく滑りやすく安全上かなりの
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不安がある。このように史跡見学者が来訪する上で危険と判断される箇所は、最

優先で対策を講じ、遺構に影態を与えないことを前提に、整備計画立案前であっ

ても、条件が整った段階で、整備に堵手する必要がある。

口 「大幅寺還跡」「防屈石垣の擬隈」「こぐり」など棚底地区に点在する地域還産も

一体的に学べる場としての遍徊。活用を図る。

棚底地区には棚底城跡のみならず、棚底城跡の菩提寺であったと考えられる大

権寺遺跡、民家の周囲を石垣で取り囲んだ風景が残る防風石垣による文化的景観、

集落の地下に縦横に張り巡らされた石造りの用水施設「こぐり」、天草を代表す

る弥生～古墳時代にかけての箱式石棺群である宮崎石棺墓群など貴重な地域遺

産が多数存在している。史跡棚底城跡とその周囲に展開するこれらの地域遺産の

連携と有効活用を進め、棚底地域の持つ歴史的魅力の提示により、幅広い史跡の

活用を目指す。

史跡を恒久的に保

存するための整ほ

匹
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史跡内の整備・活用 蝶周辺の整備・活用

中世城を身近に体験L....且つ、地域固有の魅力を感じる整備活用

［ 天草市の歴史学習の一拠点へ 〕
図 38 史跡棚底城跡の整備・ 活用基本方針模式図

棚底城跡と周囲の地域遣産が持つ価値と魅力を市民や史跡来訪者に広く周知

するために、情報発信拠点としてガイダンス施設の整備を進める。また、ガイダ

ンス施設を拠点に棚底城跡と地域遣産をガイドするボランティアガイドの育成

などに努め、地域住民の史跡保護意識の向上と地域外来訪者の「棚底ファン」化

を狙う。

同時に、地域の子ども達に、小中学校への出前授業などの学校との連携により、

棚底城跡はじめ身近にある史跡の存在を周知、教材化することで、子ども達の地

域史への興味• 関心を高めることに努める。
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第6章史跡の管理運営

(1)基本的な考え方

①行政内会議

②棚底地区振興会

(2) 管理の現状

(3) 協働体制の構築



第 6章 史跡の管理運営

(1)基本的な考え方

これからの史跡の管理は、行政と地域住民が協働して史跡の保存管理を進めて

いく体制が不可欠と考えられる。

したがって、実際に史跡の管理・ 運営にあたっては、多様な市民による関わり

が求められ、行政はこうした市民の関わりを支援し、役割を担える組織づくりや

システムを構築する必要がある。また行政と市民、特に地域住民で構成される市

民参加型の組織（史跡棚底城跡管理運営協議会（仮称）（以下、協議会））を立ち上げ、

管理運営の母体とし、官民協働で取り組むことが重要と考えられる。

できる限り早い時期に、行政と市民団体、地域住民等の関係者間で協議を行な

い、史跡の管理・運営及び体制整備の方針を定めていく必要がある。

なお、現在、下記の組織が当該史跡の維持管理に取り組んでいるが、今後はこ

れらの組織が一体となった管理・運営組織を構築していくことが望まれる。

①行政内会議

本庁・支所合同連絡会

棚底地区の遺跡の保存と活用について、連絡調整を図る機関として関係部署で

構成された組織

【構成］

0天草市教育委員会文化課

課長・文化財保護係・世界遺産登録推進室

0天草市倉岳支所

支所長・総務市民課・産業建設課

②棚底地区振興会

合併を機に設立された地域住民を主体とした地域づくり団体であり、行政との

協働で地域活性化に取組んでいる。

現在、史跡内の定期的な見回り及び異常時の見回り、年数回の除草作業等の管

理を行っている。地区振興会構成員による除草作業は、史跡の管理上ももちろん

有効であるが、さらに参加者の史跡保護意識の向上にも役立っており、回を重ね

るごとに徐々に史跡に対する愛着が高まってきている。
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［構 成】（平成 23年 8月 30日現在）

0会 長

副会長

1名

2名

理 事 棚底地区各行政区代表

各地域組織代表

(2)管理の現状

棚底 1 区 ~5 区行政区長

各部会長及び副部会長

婦人会代表

．地域づくり団体代表など

史跡の管理については、天草市が管理団体となり、 必要に応じて主体的に実施

している。その上で、平成 22年度より、 地域住民との協働の足掛かりとして、

管理業務の一部を棚底地区振興会に業務委託して、 定期的な巡視及び年 3回程度

の除草作業の実施をしてもらい、住民参加による維持管理を行っている。 また、

来訪者のための案内板および道標・サイン等の設置についても、 文化課による設

置のみならず、 地域振興の観点から倉岳支所による設置も行っている。

(3)協働体制の構築

史跡の保護を目的として管理・運営を円滑に進めていくためには、管理・ 運営

を担う組織体制の強化が必要である。棚底城跡の保存管理、 活用については、行

政をはじめ、各種関係団体がそれぞれに取り組みを行っているが、 各取り組みを

効果的かつ一体的に進めるため、 これらを一つにまとめた体制を構築し、計画を

進めていくことが望ましい。 その実現に当たって、 (1)で提起したとおり、 市民

参加型の協議会を組織し、 取り組み内容を検肘、議論した上で、決定、 実行して

いくこととする。

協議会は史跡棚底城跡に関わる行政各部局担当者と地区振興会、 地域住民団体

の代表者を中心に構成するが、 地域外からの提言やアドバイスも有効に取り入れ

るため、 大学等の研究機関の関係者や有識者、 また、市内他地域に在住していて

も棚底城跡や棚底地区に愛着を持ち熱意を持って取り組みに参加できる方など

も含めた柔軟性を持った組織とする。行政各部局も、①に記した従来の文化課・

倉岳支所という限られた部署だけでなく、学校教育・観光・建設・企画等関係す

る他部局の協議会への積極的な参加を推進し、 行政内での横断的な連携を強め、

史跡の保護と史跡の積極的な活用に対する共通認識の醸成を狙う。

協議会では、 行政と地域住民による協働が成り立ちやすい史跡の維持管理や具

体的な活用のあり方を主に検討するが、行政が中心を担って行なう調査や整備に

ついても、 官民協働の視点に立って、建設的な提言をすることができるものとす

る。
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協議会構成、 運営及び活用の対象や方法は、 以下に模式図として示している。

史跡棚底城跡管理運営協議会（仮称）

鍔虞
睾僻駆傘駆譴謳
文他麟器疇窟
愈邑謳
贋

協働・提言

仁 疇躙彎麟

JC 
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史
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．
棚
底
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五
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連
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調
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・整備計画の策定

・保存措置、整備事業の実施

ヽ ヽ

~ 畠
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図 39 将来の行政・市民の協働による保存管理体制模式図
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第7章追加指定に向けた取り組み
～天草諸島における城館遺跡の
広域的史跡群の実現に向けて～

(1) 基本的な考え方

(2) 調査対象候補の城郭 ・遺跡の現状と

保存方針

①天草五人衆の居城について

②各支城 • 関連遺跡について

(3) 取り組みに向けた調査計画と

スケジュール

①計画期間

②調盃委員会



第 7章 追加指定に向けた取り組み～天草諸島における城館遺

跡の広域的史跡群の実現へ向けて～

(1)基本的な考え方

史跡棚底城跡は、天草を代表する中世城郭として国史跡に指定され、本保存管

理計画において恒久的な保存対策や今後の管理方針などを提示し、それに基づい

て保存管理を進めていくこととなる。

しかし、棚底城跡は戦国時代において単独で存在した城館ではなく、戦国期、

天草五人衆の政治体制の中で、上津浦城跡や栖本城跡など周辺の城館と、地域的

に連動して機能していた。このため、史跡棚底城跡を単体で保存するだけでなく、

一定の関係性を有すると思われる天草五人衆の関連城館も恒久的に保存するた

めの取り組みを実施することが望ましい。

天草諸島各地に点在する中世城館遺跡は棚底城跡を除いても 50以上が残り、

これらの内、天草の中世史上重要と位置づけられる城館や棚底城跡と歴史的・位

置的に関係性の強い城館、特徴的な縄張り・ 各種遺構が良好に残る城館について、

各種調査を実施し、その重要性が確認できた遺跡については、恒久的な保存を図

るために棚底城跡と一体のものとして史跡への追加指定を目指し、史跡群として

グループ化し史跡構成の拡充を図っていく。

このように地域における一定のネットワークを持つ城館群を広域で保護する

取り組みは、埼玉県比企城館群、岐阜県江馬氏城館跡、滋賀県甲賀郡中惣遺跡群

などで進められており、関連する史跡群の一体的な保護と地域史の総合的な歴史

理解に有効な方策である。

これらの先進事例をモデルとして各種調査等指定のための取り組みを進める

こととするが、特に天草諸島の中世城館は、その多くが沿岸部の低丘陵に立地し

ており、海運による相互の連結が強く反映しているものと考えられることから、

「島嶼地域の城郭網形成」という視点を歴史的な特徴として強く意識しながら事

業に取り組むことが重要である。

(2)調査対象候補の城郭・遺跡の現状と保存方針

天草における調査対象候補となる城郭や関連遺跡は図 40の分布固と表 14、15

の一覧に遺跡の現状等の諸データを整理して提示した。

①天草五人衆の居城について

天草における中世城館のうち、歴史的に重要な意義があるものとして、戦国

天草を統治した天草五人衆の居城がある。棚底城跡は元来、上津浦氏あるいは

栖本氏の支城であり、時期によって所有者が入れ替わったものと見られる。棚

底城を巡る争いは、上津浦城・栖本城からの出兵によることが八代日記でも確

認されることから、上津浦氏や栖本氏の居城は棚底＿城を巡る地域史の中で重要
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表14 天草諸島の主要城郭一覧表①

歴史的変遷（記'録・伝承）・ 城跡の現状

． 

城跡名 所在地 、-・ 指定等の保護措置 城跡の特徴・ 発掘調査の有無

老岳から西へ派生する丘陵の最西端とその北

天草市有明町上津 五人衆上津浦氏の居城
の独立丘陵が城跡とされる。南側が主郭と言わ

上津浦城跡
浦 （録）

文化財包蔵地 れ脊磁等が採集、北側は切岸などの削平により 雑木林 無

城跡遺構がわかる。

天草上島の動嗚山から北に派生する尾根線の

末端に位fi'/:。大島子集落と有明海を望む丘陵
部。やや小規模な縄張りだが、主郭から海側に

天草氏の支城（録）
あたる北へ曲綸を連ね、主郭背後には堀切が埋

没している様相が見て取れる。最大の特徴は主

大島子城跡
天草市有明町大島 →上津浦氏の支城（録）

文化財包蔵地 郭の南側に石塁状の長さ !Om、幅5m、商さ~mの石 雑木林 無
子 →志岐氏の支城（録）

垣があることで、寺澤期と異なる租み方であり
→小西氏の支城（録）

城郭迪栢の可能性が而い。宜教師記録に、この

城に小西期に武将が配値されていたことが記さ

れていることから、石垣の年代が注目される。

有明海に面する丘陵の東端、 揉袖約30mが主

郭。従来、 「海賊の根城」としての伝承がある

天草市有明町大浦 上津浦氏領域の城郭
が、現在残る追構は主郭四周を囲む寺澤期の石

大浦城跡 文化財包蔵地 垣。その周辺には数条の竪堀、西側に堀切によ 雑木林 無
字勢溜 →近世寺澤氏の支城（録） る遮断線が残る。寺澤氏の城郭である 「軍ヵ浦

城」に比定される。

棚底城跡の束、倉岳町浦字城ノ下にあり、浦

集落から上天草市教良木へと至る峠越えの交通

上律浦氏・栖本氏領域の
路沿いに残る。尾根筋に連続する3丘陵が主要な

浦城跡 天草市倉岳町浦 文化財包蔵地 曲輪となり、城域は約350mとなる。中央の曲輪 雑木林 無
城郭 は周囲に竪掘が放射状に配され、東の曲翰は堀

切が屈曲し横堀化している。

棚底城跡の西にあり、栖本城跡との中間に位

樅する城郭。 標面70mの城山を利用して築かれ、

南側は八代海に面し、頂部からはよく海上が望

上注浦氏・栖本氏領域の める。西部入口は二諏堀切と土橋で固め、北側
宮田城跡 天草市倉岳町宮田

城郭
文化財包蔵地 尾根続きも堀切で遮断、西北斜面部に密に竪堀 雑木林 有（平成21年）

を配しているなど、防御遺構がよく残る。頂部

は一部発掘され、櫓等と考えられる柱穴と戦国

期の陶磁器が出土している。

栖本町国道266号線沿いの円性寺とその背後の

主郭周辺のみ天草
山が城跡。南側と北側に堀切が残る。城内は寺 公園（主郭）・寺

五人衆栖本氏の居城（録） 社や貯水タンクなど施設が多く、寺澤時代の郡 院（円性寺• 利
栖本城跡

天草市栖本町沿船
→近世寺祁氏の支城（録）

市指定史跡 代所は、円性寺敷地内にあったとされる。主郭 明寺）・神社（諏無
原

→寺澤氏の郡代所（録）
それ以外は文化財 は公園となっているが平垢周辺は、市指定史跡 訪神社）・貯水
包蔵地 となっている。 場(2郭）．墓地

河浦町一町田地区西側の低丘陵に立地。栢本

城同様、旅付近の崇円寺とその背後が城跡。発

天互市河浦町湯立
五人衆天草氏の居城（録） 掘成果を受け、歴史公園として整備され、遺栖 歴史公園（復元

有（平成元・
河内浦城跡 →近世寺禄氏の支城（録） 文化財包蔵地 明示や建物復元がなされている。主郭からは掘 整備）（主郭）・

免
→寺澤氏の郡代所（録） 立柱建物跡が検出、その北には堀切があり、束 寺院（崇円寺）

2・11年）

斜面には間隔をおいて3条の竪堀が配罹される。

本渡北地域の市街地すぐの丘陵部。昭和30年

天草氏の最大支城（録） 代以来の開発により、天草切支丹館や千人塚な 天草キリシタン 有（昭和30年
本渡城跡 天草市船之尾町 →天正天草合戦の舞台と 文化財包蔵地 どが照備され、地形造成も大規模に行われた。 館・公園・民 代・平成18-20

なり落城（録） そのため、本来の城郭地形はわかりにくくなっ 家・築地 年）
ている。

国道266号線沿いの小丘陵が城郭。主郭・ 2郭
久玉氏の居城（伝） には土塁や土橋がよく残り、 3郭は近世石垣で改

久玉城跡 天草市久玉町
→五人衆天草氏の支城

熊本県指定史跡 修され、内枡型の虎口も見られる。昭和47年の 公園・廷地 有（昭和47年）
（録） 国道開通により束側が一部調査されている。
→近世寺澤氏の支城（録）

志岐一族の佐伊律安弘の城と伝わる。有明海

石垣部分のみ天草 に突き出る突端部が城郭ながら、戦時中の天草
市営団地・民家

佐伊津城跡 天草市佐伊津町
志岐氏の支城（伝） 市指定史跡 海軍航空隊基地の造成やその後の市営団地建設

で石垣以外の城 無
→近世寺澤氏の支城（録） それ以外は文化財 で、縄張りはほとんど不明。一部に、寺f影期の

郭逮構不明
包森地 莉さ5mの石垣が残り、市史跡に指定されてい

る。

天互下島北部を流れる内野川と支流の打越

川、平川との合流地点付近に立地。低丘陵の末

天草市五和町上野
端部にあるが、全長が300m級に及ぶ城郭で、長

三川城跡 志岐氏領域の城郭 文化財包蔵地 い城域を3本の堀切で区画している。主郭の一部 雑木林・畑地 有（平成7年）
原

が発掘問査され、掘立柱建物跡とともに、 緑地

金憫手碗片や華南三彩瓶等希少な陶磁器が出土

している。

新和町の中央部、天草市新和支所北の丘陵部

が城郭。主郭北側の曲輪などは両端を堀切で遮

断しており、片側だけの堀切が多い天草で珍し

小宮地城跡
天草市新和町小宮 宮地氏の居城（伝） い柄造。しつかりした縄張り調査はこれからの

地 →天草氏領域の城郭
文化財包蔵地 課題だが、縄張りの広さは江戸期の「脱安差上 雑木林 無

帳」によれば800間で、ほとんどの城が200-400

間とされている天草で、例外的に大きい。
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表15 天草諸島の主要城郭一覧表②
新和町のJi(f紺創；，,部、八代面を臨む,,ヽ丘陵に I 

、［地し、地元では城111と呼ばれている0 ,c掘，関
ftはされてし、なしヽが、付近からは光形の中Iii:須

夭,;,:;1;新和町下人・ 恵描判が出・I:している。城IJI木は小規校なが
人・多尼）/姐跡

多尾
窮地氏領域の叡Ii 必化財包蔵地 ら、 騎11西部を述絞する4条の堀切で遮断してい 雑木林 餌．．． 

る厳瓜な/lll•Jli りである。 J1i\ りJの多月11:t 、火 I収で
は小宮地城とこの大多尾城だけであり、宮地氏

I 
の領域にl杖られる点が特徴的であるc

天1,1:Jかり・北端0)窟閾I'品に築かれた近111:JJR
跡。 l料氏の天玲紐I合の拠点であり、火・1;,:島/J,(

、と岐L~O>女城
0),11, では ・揆軍に攻められ、近111:oJ合戦を体験 I! 呑史公liH復元

・,, 「岡城跡 応•,1:郡苓北町；油l 苓北町指定史跡 した稀{fなJ）此寺澤築城以1iりは、 I'll岡城として 根伽）・ビジ ;{.f 
ー近 111: ~i'i!!氏の支城（録） '1'111: 城であったようであるし税在は、苓北町が クーセンクー

複元1を（前を#1極的に実施 している。

邸：:i88mの城111から北西へ曲佑を述ねる。南側

点泊~L~J~·J1~CM) 尾根ば人堀切で遮断．現在は、公園として照伍I

必岐城跡 天,・;,:郡苓北町．占岐
-XlE天が合戦の舞台と

苓北町指定史跡
され、四阿（あずまや）設;~,:や芝貼りがなされて

公応！ {f(平成がr)
なり落城（鯰） いる。 「｝貶安迄上戯」に記載された城0)広さは

ー小両氏の支城（録） 9001/11で天位でJi,も広いし

ト火箪,Ii指定史跡

大矢り1(-中学校敷地が城跡とされる。 ,i,学校造
成のため、北部の丘陵を除いて、城祁追構は確 汗：校敷地とな

）＄矢野城肪 iI 」こ夭i,¥:市）｀矢野町 人・矢野氏糾•城（糾） 認しがたくなっている。 IH人矢野町の糾査でぷ り、城祁迫構イく 有（平成l7年）
掘り井戸跡と・l:illi器、木製品が出上。 明

城跡ば、 J二片しと横堀で1!TIまれ、南側のJ}{;ロに

敦良木城跡 I1； → l饂・「教 I: 律浦氏・大矢野氏領域 は部分的に在地系祖.~を採川口反面、七摂筍IJII

良木 の城祁
文化財包蔵地 内の削泊切； 1分で、 「陣城J的様相を示す。 雑木林 無

城跡中央北斜面に16条の畝状空堀群。横堀と

内野柑内城 " L入が市松品町内
上mnu氏・人矢野氏領域 の連紺；で邸度なill!似り。火紐Cは唯・の；'ti[X迫

跡 河内
の城祁 文化財包蔵地 構。城跡西側にl:t沿jさ1m程炭の石垣があり、寺 雑木林・畑地 無
ー近11!:1H屈氏の支城 沖期の追構であろう。

．
 

q
 
•. 

，、

凡例

〇史跡棚底城跡

〇第1侵先調査城郭
〇第2侵先調査城郭
＾調査候補城郭

• 関連遺跡推定地

。
5
 
10 15km 

゜
固40 史跡構成拡充の候補遺跡位置図
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図41 天草五人衆各居城の縄張り図・地形図
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な位置づけといえる。

五人衆居城は、天草諸島の東から順に大矢野城跡、上津浦城跡、栖本城跡、

河内浦城跡、志岐城跡である。これらの城郭は棚底城跡と同等以上の歴史的重

要性があり、調査によってその内容を把握した上で、棚底城跡と併せて保護を

図る必要がある。

おおや のじょう

大矢野城跡．志岐巌跡 五人衆の各居城のうち、大矢野城跡は上天草市、志

岐城跡は天草郡苓北町に所在しており、調査・保存に向けては自治体の枠を超

えた連携を進めることが重要となる。

祠丙涌巌跡 天草氏の居城である河内浦城跡は、天草市合併前に旧河浦町が

城跡の一部を発掘調査し、その成果に基づいて歴史公園としての整備を実施し

ている。このため、遺構保護措置は既に一定以上図られているが、公園化の中

で復元整備等も実施されており、国史跡の対象としては復元の妥当性など詳細

な議論が必要となり、課題が多くある。このため当面は市や県の指定等による

保存を検討する。

王渾蒲巖跡・柄沫巖跡 五人衆居城の中では、直接棚底城跡に関与した上津

浦氏の上津浦城跡及び栖本氏の栖本城跡が、重要な調査対象として考えられる。

特に上津浦城跡は、現在、城跡内の利用がほとんどされておらず、基本的に遺

構の残存状況が良好と思われる。天文 13年 (1544)まで棚底城には上津浦氏一族

衆が在城していたことから、その関係性は極めて強い。栖本城跡もやはり棚底

城跡との関係性が強いが、城跡範囲内に寺社や貯水場があり、指定に向けては

調整すべき課題が多い。栖本城跡は頂上付近の一筆のみが市の史跡に指定され

ているが、城域の大部分は文化財包蔵地に留まる。また、上津浦城跡は全域が

文化財包蔵地であり、市指定史跡にもなっていないため、早急な保護策が必要

な状況である。場合によっては、段階的な保護策を実施しつつ、将来的には棚

底城とともに国指定史跡群の構成城郭とすることを目指す。

②各支城•関連遺跡について

五人衆と呼ばれる前の天草の各領主は、さらに多くの国人領主が分立し島外

勢力から「天草一揆中」と呼ばれる領主連合を結成していた。五人衆の居城に

次ぐ存在として久玉氏の久玉城跡、宮地氏の小宮地城等が残存している。

くたまじょう こみやじじょ う

久玉城跡・小宮地城跡 久玉城跡は中世城跡として初めて県史跡指定がなさ

れ、その保存状態は良好である。江戸時代に寺澤氏も利用し、寺澤期の石垣が
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残る。中世城から近世城への改修を伝える貴重な遺跡である。小宮地城跡は天

草下島中部を治めた宮地氏の居城で、連続堀切などが良好に残る。現状の保護

施策は文化財包蔵地にとどまっている。

各地の城跡 上津浦氏領域の大島子城跡・大浦城跡・ 浦城、栖本氏領域の宮

田城跡、志岐氏領域の三川城跡、天草氏領域の下田城跡、宮地氏領域の大多尾

城跡などは、堀切・切岸などの中世城特有の遺構が確認でき、さらにその残存

状態が良好な城郭である。文献記録に残らず来歴が不明な城郭が多く、詳細な

調査によってその年代や構造を把握し、遺跡の重要性を確認することが求めら

れる。棚底城跡のように調査によって新たな姿が判明し、地域の歴史解明に大

きく ・する魅力を秘めている。小宮地城跡も含め、いずれも埋蔵文化財包蔵

地による保護にとどまっており、これらの城郭も、調査によりその価値を明確

にした後は、市や県の指定史跡等として一定の保護を行うことが必要である。

教会跡や寺院跡等の関係遺跡 棚底城跡付近にあって『八代日記』に記載が

残る「藤゜荷藷」や天草にあることが確実視されながらその遺構が特定されてい

ない「天草コレジョ」、あるいは各地に存在した教会跡や寺院跡等もまた、調査

により歴史解明に貢献する可能性を秘めている遺跡である。発掘調査がさほど

進んでいない天草諸島では、これらの遺跡の発見や調査の進捗により五人衆が

牽引した中世の地域史に新たな一面が加わる可能性は高い。市内各地で行われ

る様々な調査原因による発掘調査において、これらの良好な遺構が発見され、

さらに保存措置が可能であった場合について、一定の保護を検討する。

本渡城跡等開発が進む関連城郭や遺跡 一方、地域史上重要な城郭ながら、

開発等で往時の地形が失われつつある本渡城跡や佐伊津城跡等の城郭は、史跡

指定の候補地という考え方とは別次元で、早急な保存策を検討する必要がある。

本章での言十画とは別に、緊急的な文化財保護業務として、残存遺構や範囲確認

等を実施し、市指定等による恒久的な保護を行う必要がある。

(3)取り組みに向けた調査計画とスケジュール

(2)に記した現状などから、取り組みを進める順序及び期間を、本計画では以

下のとおり設定する。

I
 

I
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表 16 天草五人衆関連城郭調査計画表

順 序 調査対象城郭（遺跡） 期 間

第 1イ褻先調査対象 上津浦城跡 平成 24~26年度

第 2優先調査対象 栖本城跡 平成 27~29年度

次段階 各城郭 •関連造跡 平成 30年度以降

①計画期間

各調査対象毎の期間は上津浦城跡、栖本城跡ともに 3年計画とするが、追加

調査等の必要性に応じて変動するものとする。ともに城郭だけの調査に留まら

ず、周辺関連遣跡も含めた地域調査とすることが望ましい。調査によって、史

跡を構成する上で相応しい歴史的価値が判明し、かつ保存上の課題を解決でき

た場合、追加指定申請を行い、史跡構成の拡充を図る。なお、国指定追加指定

に至るまでの期間も適切な保護を図るために、先行して市指定または県指定と

して一定の保護を行った上で、段階的に国指定を目指すことも視野に入れ、計

画を進めるものとする 。

棚底城跡を含め、複数の城跡が国史跡となる段階で、指定名称を「天草五人

衆関連城跡群（仮称）」等、共通性を持ちつつ一定のエリアに広がる史跡群であ

ることを適切に表現できる名称へ変更する。

1 Dti 門紺 i , ~;、
f 蹂
饂磋釦躙＇靡細-

口零=:Jr 、

専門家による
調査委員会

中
世
＾
房
正
し
い
理
房
促
進

図42 史跡「天草五人衆関連遺跡群」の実現へ向けた取り組み模式図

②調盃委員会

なお、調査の計画、方針、調査法等は、中世城やそれに関連する分野を専門

とする有識者による「調査委員会」を組織し、その指導・助言を受けながら取

り組みを進めることとし、特に、栖本城跡の調査終了後の調査計画は、栖本城

跡の調査の終了に合わせ、調査委員会の指導 ・助言を受けて、新たな調査対象

を盛り込んだ計画を作成し、それに従って事業を展開する。
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